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ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２

４月28日(土)～５月27日(日) ※月曜日は休館。4月30（月・祝）日は開館、翌日休館。

人形劇がやってくる人形劇がやってくる人形劇がやってくる人形劇がやってくる 人形劇団『やじろべえ』がたのしいお話を
持ってやってきます。

５月６日（日）10時30分～11時30分

圭介まつり圭介まつり

５月４日（金・祝）５月４日（金・祝）
10時～14時10時～14時 小雨

決行
小雨
決行

場所：石戸公民館及び「いきいき交流ふるさと館」場所：石戸公民館及び「いきいき交流ふるさと館」

圭介そば、赤飯、ちらし弁当、炊き込み弁当、フランクフルト、巻きずし、
かしわ餅、焼きそば、町特産品、圭介くん・円心くんの人形焼き

岩木丙（石戸）445岩木丙（石戸）445

※ 大避神社から会場までの送迎バスを運行　※ いきいき交流ふるさと館で圭介の史料の展示及び喫茶を開店

11時  圭介バンド演奏 11時40分 アマゴのつかみどり(無料)子どものみ

幕末から明治に活躍した郷土の偉人 ･ 大 鳥圭介幕末から明治に活躍した郷土の偉人 ･ 大 鳥圭介

「子供の日」にちなみ、カブトの着付体験による缶バッジ作成。
また、アマゴのつかみ取り（無料）あり。ステージでは様々な演
目あり。最後には、餅投げがあります。

「子供の日」にちなみ、カブトの着付体験による缶バッジ作成。
また、アマゴのつかみ取り（無料）あり。ステージでは様々な演
目あり。最後には、餅投げがあります。

2018年は明治改元150年になります。この展示は、明治・大正期に町内で使用された道具を中心に展示します。
文明開化の波が町にも押し寄せ、私たちの取り巻く生活が大きく変化した様子を紹介します。

赤松公民館　☎52-4605問

出
店

開催期間

９時～16時30分開館時間 無料入 館 料 郷土資料館　☎５２-３７３７問

図書館　☎５２-１１２５問 申

日　　時 生涯学習支援センター 中ホール場　　所
人形劇『ちびねこくんと でかとらくん』『三枚のおふだ』他演　　目
右記まで申し込みしてください。申込方法

第
10
回

第
10
回

～明治・大正のくらし～郷土資料館
春季企画展

子ども読書の日
イベント
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気仙沼復興支援
プロジェクト2018
気仙沼復興支援
プロジェクト2018

10～11Ｐ

まちの話題
特集「金出地ダム 完成」
      「人から人、人から自然へと命をつなぐ
        鞍居ふるさと村づくり協議会」
トピックス「平成30年度 施政方針」
             「平成30年度 町の予算」

             「介護支援ボランティア事業スタート」

             「子育てのなんでも相談室『ふぁみりあ』」

暮らしの案内
生涯学習イベントカレンダー
お知らせ
イベント
エイトちゃんの情報ＳＴＡＴＩＯＮ・町職員の人事異動

保健カレンダー
図書館新着案内・えんしんネット番組表

暮らしの相談窓口・移住者コラム
裏表紙「第10回圭介まつり」など

まちの話題 6

まちの話題 3

まちの話題 5

まちの話題 2

まちの話題 4

まちの話題 1

金出地ダム完成式金出地ダム完成式

駅前中央公園を
整備しました
駅前中央公園を
整備しました 「放課後子ども教室」・「学童クラブ」は、震災から3

年目の2014年から「気仙沼復興支援プロジェクト」
に取り組んでいます。このプロジェクトは、震災直後
に町職員が復旧支援を行った縁がつながったもので
す。昨年までは子どもたちと見守りボランティアが連
携して灯ろうを作り、3月11日に宮城県気仙沼市本
吉町の「はまなすホール」で行われる追悼式会場に
展示していました。今年は各会場で阪神淡路大震災
や東日本大震災の勉強をして、いろいろな形のしお
りに心を込めて応援メッセージを書いて送りました。

３月17日（土）にダム提体で開催されました。完成式
には、井戸知事をはじめ、県議会議員や町長、副町
長、町議会議員、地元住民、その他関係者が参加し
ました。完成を祝い上郡高校吹奏楽部の演奏や和太
鼓部の演奏がありました。井戸知事はダム周辺の公
園整備について、「地元の協力を得て行われること
に大変感謝しています。ダム機能の維持と合わせ
て、多くの皆さんに楽しんでもらえる地域づくりを
進めていただけたらありがたいです。」と話してい
ました。

金出地ダム 完成記念
ウォークイベント
金出地ダム 完成記念
ウォークイベント
３月18日（日）に金出地ダム完成を祝い、鞍居ふるさ
と村づくり協議会が開催しました。イベント当日は
天候にも恵まれ、町内外から２0０人もの参加があり
ました。ダム周辺を往復約６㎞を歩くコースで、ダム
提体や渓流親水公園などの各ポイントで、ダムの説
明や、周辺の希少植物の説明があり、参加者は熱心
に説明を聞いていました。本誌４～５頁には金出地ダ
ムについて、６～７頁には鞍居ふるさと村づくり協議
会について掲載しています。

宝くじの普及宣伝を目的に、社会福祉や社会教育・
青少年の健全育成事業などの助成に取り組んでい
る、(公財)兵庫県市町村振興協会の宝くじ助成を活
用し、駅前中央公園にトイレや遊具などを整備しま
した。町の玄関口である上郡駅前の駅前中央公園
は、鉄道利用者や近隣住民の皆さんの交流、憩の場
として多くの利用が見込まれ、中心市街地のさらな
る活性化が期待できます。

馬澤さん（丹東）は、長きに渡り高校教諭として、赤穂高校など
で英語を専門に教育現場で活躍し、姫路市の別所高校では、校
長も務められました。現代を生きる子どもたちに向けて馬澤さ
んは「戦争を知らない今の子どもたちに、戦争の悲惨さ、そし
て平和の尊さを知ってもらいたい。そのために、戦争を語り継
いでいければ。」と話していました。

瑞宝小綬章瑞宝小綬章
馬澤康彦さん受賞馬澤康彦さん受賞

３月25日（日）に鞍居川河口（通称さくらトンネル）で開催され
ました。イベントは、各単位自治会などが様々な模擬店を出店
し、フリーマーケットの出店もありました。また地元の獅子舞が
披露され、その他にもよさこい踊りの各団体などがイベントを
盛り上げていました。春の日差しとたくさんの人で会場はとて
も賑わい、春の温かさを感じることができました。

第５回上郡地区
フェスタさくら
第５回上郡地区
フェスタさくら
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金出地ダム

今月の表紙

　AR（拡張現実）とは、スマートフォンやタブレットなどを利用して、
現実の風景にさまざまな情報を重ね合わせて表示する技術のことです。
　無料アプリ「HP Reveal（リビール）」をインストール・上郡町のチャン
ネルを登録し　　マークのついた本紙の写真にスマート
フォンなどをかざすと、写真が動き出します。
　導入方法や注意事項などは、町ホームページまたは右
のQRコードでご確認ください。
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金
出
地
ダ
ム 

完
成

・

【
型
式
】重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

【
堤
高
】62・３ｍ

【
堤
頂
長
】１
８
４ｍ

鞍
居
川
流
域
を
洪
水
か
ら
守
る
治
水
ダ
ム
と
と
も
に
、

農
業
用
の
か
ん
が
い
用
水
の
補
給
や
川
に
住
む
動
植
物
な
ど
の

環
境
保
全
を
確
保
す
る
。

完
成
ま
で
の
歴
史

〜
鞍
居
川

　
　
　
過
去
の
洪
水
被
害
〜

生
活
を
守
る
ダ
ム
の
効
果

明
治
23
年
　
ア
イ
オ
ン
台
風

　
　
　
　
　
鞍
居
村

　
　
　
　
　
死
者
４
人

　
　
　
　
　
流
出
家
屋
10
戸

明
治
25
年
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
死
者
１
人

　
　
　
　
　
流
出
家
屋
13
戸

　
　
　
　
　
全
壊
家
屋
８
戸

　
　
　
　
　
大
破
36
戸

　
　
　
　
　
浸
水
家
屋
１
１
１
戸

大
正
７
年
　
台
風
８
号

　
　
　
　
　
鞍
居
小
学
校
児
童

　
　
　
　
　
11
人
水
死

昭
和
49
年
　
台
風
８
号

　
　
　
　
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
26
戸

昭
和
51
年
　
台
風
17
号

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
57
戸

　
　
　
　
　
床
下
浸
水
３
７
０
戸

平
成
16
年
　
台
風
21
号

　
　
　
　
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
１
３
０
戸

　
　
　
　
　
床
下
浸
水
３
７
０
戸

播
磨
科
学
公
園
都
市
構
想
に
よ
る

多
目
的
ダ
ム（
利
水・治
水
）の
目
的
で
計
画

平
成
２
年
　
ダ
ム
建
設
事
業
着
手

平
成
４
年
　
用
地・物
件
補
償
開
始

　
　
　
　
　
付
替
道
路
工
事
開
始

平
成
14
年
　
播
磨
科
学
公
園
都
市
の
水
需
給
計
画
見
直
し

　
　
　
　
　
ダ
ム
事
業
見
直
し（
一時
休
止
）

平
成
16
年
　
台
風
21
号
浸
水
被
害
発
生

　
　
　
　
　
千
種
川
流
域
に
大
き
な
被
害
を
受
け
る

平
成
18
年
　
事
業
計
画
見
直
し

　
　
　
　
　
治
水
ダ
ム
と
し
て
事
業
再
開

　
　
　
　
　
ダ
ム
堤
高
69ｍ
↓
62・3ｍ
に
変
更

平
成
24
年
　
提
体
建
設
工
事
着
工

平
成
25
年
　
提
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
開
始

平
成
27
年
　
提
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
完
了

平
成
28
年
　
試
験
湛
水
開
始

平
成
30
年
　
３
月
17
日
　
完
成
式
開
催

　
平
成
16
年
の
台
風
21
号
は
、千
種
川
水
系

に
大
き
な
被
害
を
与
え
、鞍
居
川
流
域
で
も

浸
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。

　
金
出
地
ダ
ム
は
、こ
の
台
風
21
号
と
同
じ
規

模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
、流
れ
る
水
量
を

約
80
〜
20
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

機能① 洪水調整（治水）
洪水時の流量を調整し、安全で、
安心して生活ができるように地域を守る

機能③ 河川環境の保全（環境）
生息・生育する動植物、水質、景観の
保全に必要な流水の確保

機能② 農業用水の確保（利水）
渇水（水不足）に対して、
安定した農業用水を確保

ダム周辺地図 堤体工事写真

桜トンネルを越えた濁流につかる車（上郡地区内）

高谷橋地点（鞍居川） 洪
水
の
記
憶

金出地ダムがない場合

金出地ダムがある場合

金出地ダムがない場合

金出地ダムがある場合

金出地ダムがない場合

金出地ダムがある場合
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金
出
地
ダ
ム 

完
成

・

【
型
式
】重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

【
堤
高
】62・３ｍ

【
堤
頂
長
】１
８
４ｍ

鞍
居
川
流
域
を
洪
水
か
ら
守
る
治
水
ダ
ム
と
と
も
に
、

農
業
用
の
か
ん
が
い
用
水
の
補
給
や
川
に
住
む
動
植
物
な
ど
の

環
境
保
全
を
確
保
す
る
。

完
成
ま
で
の
歴
史

〜
鞍
居
川

　
　
　
過
去
の
洪
水
被
害
〜

生
活
を
守
る
ダ
ム
の
効
果

明
治
23
年
　
ア
イ
オ
ン
台
風

　
　
　
　
　
鞍
居
村

　
　
　
　
　
死
者
４
人

　
　
　
　
　
流
出
家
屋
10
戸

明
治
25
年
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
死
者
１
人

　
　
　
　
　
流
出
家
屋
13
戸

　
　
　
　
　
全
壊
家
屋
８
戸

　
　
　
　
　
大
破
36
戸

　
　
　
　
　
浸
水
家
屋
１
１
１
戸

大
正
７
年
　
台
風
８
号

　
　
　
　
　
鞍
居
小
学
校
児
童

　
　
　
　
　
11
人
水
死

昭
和
49
年
　
台
風
８
号

　
　
　
　
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
26
戸

昭
和
51
年
　
台
風
17
号

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
57
戸

　
　
　
　
　
床
下
浸
水
３
７
０
戸

平
成
16
年
　
台
風
21
号

　
　
　
　
　
鞍
居
川
流
域

　
　
　
　
　
床
上
浸
水
１
３
０
戸

　
　
　
　
　
床
下
浸
水
３
７
０
戸

播
磨
科
学
公
園
都
市
構
想
に
よ
る

多
目
的
ダ
ム（
利
水・治
水
）の
目
的
で
計
画

平
成
２
年
　
ダ
ム
建
設
事
業
着
手

平
成
４
年
　
用
地・物
件
補
償
開
始

　
　
　
　
　
付
替
道
路
工
事
開
始

平
成
14
年
　
播
磨
科
学
公
園
都
市
の
水
需
給
計
画
見
直
し

　
　
　
　
　
ダ
ム
事
業
見
直
し（
一時
休
止
）

平
成
16
年
　
台
風
21
号
浸
水
被
害
発
生

　
　
　
　
　
千
種
川
流
域
に
大
き
な
被
害
を
受
け
る

平
成
18
年
　
事
業
計
画
見
直
し

　
　
　
　
　
治
水
ダ
ム
と
し
て
事
業
再
開

　
　
　
　
　
ダ
ム
堤
高
69ｍ
↓
62・3ｍ
に
変
更

平
成
24
年
　
提
体
建
設
工
事
着
工

平
成
25
年
　
提
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
開
始

平
成
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年
　
提
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
完
了

平
成
28
年
　
試
験
湛
水
開
始

平
成
30
年
　
３
月
17
日
　
完
成
式
開
催

　
平
成
16
年
の
台
風
21
号
は
、千
種
川
水
系

に
大
き
な
被
害
を
与
え
、鞍
居
川
流
域
で
も

浸
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。

　
金
出
地
ダ
ム
は
、こ
の
台
風
21
号
と
同
じ
規

模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
、流
れ
る
水
量
を

約
80
〜
20
％
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

機能① 洪水調整（治水）
洪水時の流量を調整し、安全で、
安心して生活ができるように地域を守る

機能③ 河川環境の保全（環境）
生息・生育する動植物、水質、景観の
保全に必要な流水の確保

機能② 農業用水の確保（利水）
渇水（水不足）に対して、
安定した農業用水を確保
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同
協
議
会
は
組
織
と
し
て
、役
割
分
担
が

な
さ
れ
、各
部
会
員
は
自
分
た
ち
が
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
何
か
、明
確
に
理
解
し
、日
々

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
組
織
と
し
て
重
要
な
各
部
会
の
役
割
を

紹
介
す
る
。

　
総
務・広
報
部
会
は
、事
務
所
の
運
営
や
ふ

れ
あ
い
喫
茶
を
開
設
し
、地
域
の
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。ま
た
協
議
会
の
活
動
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
協
議
会
だ
よ
り
を
毎

月
発
行
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、鞍
居
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
開

催
や
各
事
業
の
調
整
、案
内
を
行
い
、３
月
18

日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
金
出
地
ダ
ム
完
成
ウ

ォ
ー
ク
で
は
、イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
準
備
や
各

部
会
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　
鞍
居
地
区
に
は
、以
前
、幼
稚
園
や
小
学

校
が
存
在
し
た
が
、少
子
化
に
伴
い
、現
在
は

廃
校
に
な
って
い
る
。

　
過
疎
化
は
、地
域
住
民
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
だ
っ
た
。

　
住
民
は
、こ
の
状
況
を「
何
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
。」と
い
う
思
い
を
持
ち
続
け
て
い

た
が
、具
体
策
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い
た
。

　
そ
の
な
か
で
、「
金
出
地
ダ
ム
建
設
再
開
」

の
ニュ
ー
ス
は
、鞍
居
地
区
の「
ふ
る
さ
と
再

起
」を
か
け
た
チ
ャ
ン
ス
だ
と
住
民
は
捉
え
、

自
ら
立
ち
あ
が
っ
た
。

　
設
立
か
ら
５
年
が
経
ち
、取
組
み
や
活
動

は
着
々
と
実
を
結
ん
で
い
る
。

　
全
国
を
見
渡
し
た
と
き
、過
疎
化
に
直
面

す
る
地
域
は
少
な
く
な
い
。い
つ
の
間
に
か
気

が
付
け
ば
、若
者
が
地
域
か
ら
い
な
く
な
り
、

高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
る
現
実
が
そ
こ
に

あ
る
。

　
同
協
議
会
の
河
井
会
長
は
活
動
を
通
し

て
、「
人
は一人
で
生
き
ら
れ
な
い
。同
協
議
会

の
活
動
を
通
じ
て
、み
ん
な
が
互
い
に
助
け

合
い
、支
え
合
っ
て
生
き
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。」と

話
す
。ま
た
、「
村
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、

住
民
の
参
画
、交
流
が
進
み
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
が
活
性
化
す
る
。こ
れ
か
ら
も
、皆
が
助
け

合
い
、支
え
合
い
、次
世
代
に
地
域
の
人
の
温

か
さ
、豊
か
な
自
然
を
残
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
す
。

　生
産・交
流
部
会
は
、町
特
産
品
で
あ
る
モ

ロヘ
イ
ヤ
の
栽
培
、商
品
化
を
行
っ
て
い
る
。こ

の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
、葉
の

み
を
手
摘
み
で
収
穫
し
、粉
末
加
工
し
て
い

る
。手
間
暇
か
け
た
生
産
方
法
で
全
国
か
ら

人
気
を
得
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、ふ
れ
あ
い
喫
茶
で
使
用
す

る
野
菜
な
ど
の
栽
培
も
行
って
い
る
。

　里
山・観
光
部
会
は
、金
出
地
ダ
ム
周
辺

整
備
事
業
と
鞍
居
地
区
に
自
生
す
る
固
有

種
で
あ
る
ク
ラ
イ
モ
モ
の
植
栽
お
よ
び
商
品

化
を
上
郡
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、ダ
ム
完
成
に
向
け
て
、金
出
地
ダ
ム

自
然
植
物
公
園
の
植
樹
作
業
を
行
い
、平
成

29
年
３
月
に
は
植
樹
祭
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、「
鞍
居
川
生
き
物
復
活
大
作
戦
」

と
題
し
て
、町
内
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

鞍
居
川
流
域
に
昆
虫
、魚
、鳥
な
ど
が
住
め

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　福
祉・ス
ポ
ー
ツ
部
会
は
、民
生
児
童
委
員

を
中
心
に
地
域
の
福
祉
推
進
に
取
り
組
み
、

ま
た
地
域
住
民
の
健
康
推
進
の
た
め
、ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
鞍

居
や
公
民
館
と

連
携
し
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
実
施
し
、子
供

育
成
会
と
の
交

流
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　
紹
介
し
た
各

部
会
の
活
動
は
、一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、多
種

多
様
な
活
動
を
実
施
で
き
る
の
は
、同
協
議

会
会
員
の
村
づ
く
り
へ
の
思
い
が一つ
に
な
っ
て

い
る
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
村
づ
く
り

　
鞍
居
地
区
は
過
疎
化
に
直
面
す
る
な
か

で
、地
域
住
民
が
自
ら
立
ち
あ
が
り
、平
成

25
年
12
月
に「
村
づ
く
り
協
議
会
」設
立
準

備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。そ
し
て
、平
成

26
年
２
月
、鞍
居
地
区
連
合
自
治
会
の
承
認

を
得
て
、「
鞍
居
地
区
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協

議
会
」と
し
て
設
立
さ
れ
、事
務
局
を
旧
鞍

居
幼
稚
園
に
設
置
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、総
務・広
報
部
会
、生
産・

交
流
部
会
、里
山・観
光
部
会
、福
祉・ス
ポ
ー

ツ
部
会
の
４
部
会
で
構
成
さ
れ
、会
員
は
２
６

５
人
に
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、金
出
地
ダ
ム
建
設
に
伴
い
環
境
調

査
が
実
施
さ
れ
、ダ
ム
建
設
地
域
に
希
少
植

物
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。そ

れ
を
受
け
同
協
議
会
は「
金
出
地
ダ
ム

自
然
植
物
公
園
構
想
」を
立
ち
上
げ

た
。こ
れ
は
、植
物
の
保
護
育
成
と
環
境
保

全
公
園
の
設
立
を
目
指
し
、ダ
ム
に
沈
む
希

少
植
物
、約
50
種
を
遊
休
農
地
な
ど
で
育

て
、再
び
ダ
ム
周
辺
の
植
物
公
園
に
戻
す
計

画
と
な
っ
て
い
る
。活
動
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
の
協
力
の
下
に
成
り
立
って
い
る
。

　
同
協
議
会
は
、活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
感
じ
、ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
や
風
景・

歴
史・文
化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
る
。

鞍
居
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協
議
会
に
つい
て

ダ
ム
周
辺
の
希
少
植
物

人
か
ら
人
、人
か
ら
自
然
へ
と
命
を
つ
な
ぐ

鞍
居
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協
議
会
　〜地
域
の
活
動
を
通
じ
て
、人
が
生
き
が
い
を
感
じ
、豊
か
な
自
然
を
受
け
継
い
で
い
く
〜

地
域
を
次
世
代
へ
残
す
た
め
に
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同
協
議
会
は
組
織
と
し
て
、役
割
分
担
が

な
さ
れ
、各
部
会
員
は
自
分
た
ち
が
取
り
組

む
べ
き
こ
と
は
何
か
、明
確
に
理
解
し
、日
々

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
組
織
と
し
て
重
要
な
各
部
会
の
役
割
を

紹
介
す
る
。

　
総
務・広
報
部
会
は
、事
務
所
の
運
営
や
ふ

れ
あ
い
喫
茶
を
開
設
し
、地
域
の
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。ま
た
協
議
会
の
活
動
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
協
議
会
だ
よ
り
を
毎

月
発
行
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、鞍
居
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
開

催
や
各
事
業
の
調
整
、案
内
を
行
い
、３
月
18

日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
金
出
地
ダ
ム
完
成
ウ

ォ
ー
ク
で
は
、イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
準
備
や
各

部
会
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　
鞍
居
地
区
に
は
、以
前
、幼
稚
園
や
小
学

校
が
存
在
し
た
が
、少
子
化
に
伴
い
、現
在
は

廃
校
に
な
って
い
る
。

　
過
疎
化
は
、地
域
住
民
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
だ
っ
た
。

　
住
民
は
、こ
の
状
況
を「
何
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
。」と
い
う
思
い
を
持
ち
続
け
て
い

た
が
、具
体
策
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い
た
。

　
そ
の
な
か
で
、「
金
出
地
ダ
ム
建
設
再
開
」

の
ニュ
ー
ス
は
、鞍
居
地
区
の「
ふ
る
さ
と
再

起
」を
か
け
た
チ
ャ
ン
ス
だ
と
住
民
は
捉
え
、

自
ら
立
ち
あ
が
っ
た
。

　
設
立
か
ら
５
年
が
経
ち
、取
組
み
や
活
動

は
着
々
と
実
を
結
ん
で
い
る
。

　
全
国
を
見
渡
し
た
と
き
、過
疎
化
に
直
面

す
る
地
域
は
少
な
く
な
い
。い
つ
の
間
に
か
気

が
付
け
ば
、若
者
が
地
域
か
ら
い
な
く
な
り
、

高
齢
者
が
取
り
残
さ
れ
る
現
実
が
そ
こ
に

あ
る
。

　
同
協
議
会
の
河
井
会
長
は
活
動
を
通
し

て
、「
人
は一人
で
生
き
ら
れ
な
い
。同
協
議
会

の
活
動
を
通
じ
て
、み
ん
な
が
互
い
に
助
け

合
い
、支
え
合
っ
て
生
き
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。」と

話
す
。ま
た
、「
村
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、

住
民
の
参
画
、交
流
が
進
み
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
が
活
性
化
す
る
。こ
れ
か
ら
も
、皆
が
助
け

合
い
、支
え
合
い
、次
世
代
に
地
域
の
人
の
温

か
さ
、豊
か
な
自
然
を
残
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
す
。

　生
産・交
流
部
会
は
、町
特
産
品
で
あ
る
モ

ロヘ
イ
ヤ
の
栽
培
、商
品
化
を
行
っ
て
い
る
。こ

の
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
、葉
の

み
を
手
摘
み
で
収
穫
し
、粉
末
加
工
し
て
い

る
。手
間
暇
か
け
た
生
産
方
法
で
全
国
か
ら

人
気
を
得
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
、ふ
れ
あ
い
喫
茶
で
使
用
す

る
野
菜
な
ど
の
栽
培
も
行
って
い
る
。

　里
山・観
光
部
会
は
、金
出
地
ダ
ム
周
辺

整
備
事
業
と
鞍
居
地
区
に
自
生
す
る
固
有

種
で
あ
る
ク
ラ
イ
モ
モ
の
植
栽
お
よ
び
商
品

化
を
上
郡
高
校
の
生
徒
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、ダ
ム
完
成
に
向
け
て
、金
出
地
ダ
ム

自
然
植
物
公
園
の
植
樹
作
業
を
行
い
、平
成

29
年
３
月
に
は
植
樹
祭
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、「
鞍
居
川
生
き
物
復
活
大
作
戦
」

と
題
し
て
、町
内
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、

鞍
居
川
流
域
に
昆
虫
、魚
、鳥
な
ど
が
住
め

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　福
祉・ス
ポ
ー
ツ
部
会
は
、民
生
児
童
委
員

を
中
心
に
地
域
の
福
祉
推
進
に
取
り
組
み
、

ま
た
地
域
住
民
の
健
康
推
進
の
た
め
、ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
鞍

居
や
公
民
館
と

連
携
し
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
実
施
し
、子
供

育
成
会
と
の
交

流
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

　
紹
介
し
た
各

部
会
の
活
動
は
、一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、多
種

多
様
な
活
動
を
実
施
で
き
る
の
は
、同
協
議

会
会
員
の
村
づ
く
り
へ
の
思
い
が一つ
に
な
っ
て

い
る
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
村
づ
く
り

　
鞍
居
地
区
は
過
疎
化
に
直
面
す
る
な
か

で
、地
域
住
民
が
自
ら
立
ち
あ
が
り
、平
成

25
年
12
月
に「
村
づ
く
り
協
議
会
」設
立
準

備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。そ
し
て
、平
成

26
年
２
月
、鞍
居
地
区
連
合
自
治
会
の
承
認

を
得
て
、「
鞍
居
地
区
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協

議
会
」と
し
て
設
立
さ
れ
、事
務
局
を
旧
鞍

居
幼
稚
園
に
設
置
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、総
務・広
報
部
会
、生
産・

交
流
部
会
、里
山・観
光
部
会
、福
祉・ス
ポ
ー

ツ
部
会
の
４
部
会
で
構
成
さ
れ
、会
員
は
２
６

５
人
に
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、金
出
地
ダ
ム
建
設
に
伴
い
環
境
調

査
が
実
施
さ
れ
、ダ
ム
建
設
地
域
に
希
少
植

物
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。そ

れ
を
受
け
同
協
議
会
は「
金
出
地
ダ
ム

自
然
植
物
公
園
構
想
」を
立
ち
上
げ

た
。こ
れ
は
、植
物
の
保
護
育
成
と
環
境
保

全
公
園
の
設
立
を
目
指
し
、ダ
ム
に
沈
む
希

少
植
物
、約
50
種
を
遊
休
農
地
な
ど
で
育

て
、再
び
ダ
ム
周
辺
の
植
物
公
園
に
戻
す
計

画
と
な
っ
て
い
る
。活
動
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会
員
の
協
力
の
下
に
成
り
立
って
い
る
。

　
同
協
議
会
は
、活
動
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
感
じ
、ふ
る
さ
と
の
美
し
い
自
然
や
風
景・

歴
史・文
化
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

日
々
活
動
し
て
い
る
。

鞍
居
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協
議
会
に
つい
て

ダ
ム
周
辺
の
希
少
植
物

人
か
ら
人
、人
か
ら
自
然
へ
と
命
を
つ
な
ぐ

鞍
居
ふ
る
さ
と
村
づ
く
り
協
議
会
　〜地
域
の
活
動
を
通
じ
て
、人
が
生
き
が
い
を
感
じ
、豊
か
な
自
然
を
受
け
継
い
で
い
く
〜

地
域
を
次
世
代
へ
残
す
た
め
に
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平
成
30
年
度
施
政
方
針

３
月
議
会
定
例
会
で
、遠
山
寛
町
長
が
平
成
30
年
度
の

予
算
編
成
の
た
め
に
、町
政
に
対
す
る
所
信
の一
端
と
主

要
な
施
策
を
施
政
方
針
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

総
合
計
画
で
町
の
将
来
像
に
示
す「
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、元
気
で
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、安
全
安

心
な
住
み
良
い
町
」を
目
指
し
、「
地
域
創
生
の
実

現
」と「
町
財
政
の
健
全
化
」を
重
点
施
策
の
大
き

な
柱
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
活
力
の
維
持・活
性

子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り 

地
域
創
生
の
実
現

町
財
政
の
健
全
化

　
人
口
減
少
が
急
速
に
進
展
す
る
状
況
下

に
お
い
て
、将
来
に
わ
た
り
町
の
活
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、町
の
将
来
を
担
う
人
材

「
ひ
と
」を
創
り・育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、若
い
世
代
の
結
婚・子
育
て

等
に
関
す
る
希
望
の
実
現
を
目
指
し
、男
女

の
出
逢
い
機
会
の
提
供
や
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
母
子
支
援
、子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、就
学
前
か
ら
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
子
育
て・教
育
環
境
の
充

実
及
び
支
援
な
ど
、子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、第
一に
住
民
の
健
康
と

安
全
安
心
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

健
康・支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
は
、誰
も
の
願
い
で
あ
り
望
み
で
す
。

健
康
は
、自
ら
そ
の
重
要
性
に
気
づ
き
実
践

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。老
若
男
女
、世
代

を
問
わ
ず
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
基
づ
き
、健
康

意
識
の
醸
成
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、健
康
づ
く
り
を
通
し
て
人
や
地

域
の
繋
が
り
を
深
め
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、高
齢
者
が
安
心
し
て
元
気
に
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、

高
齢
者
な
ど
を
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）や
高
齢
者
に
活

躍
機
会
を
提
供
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
加

え
、家
族
な
ど
で
の
見
守
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
基
盤
及
び
体
制
づ
く
り

　
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
は
、ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
安
全
で
安
心
な
生
活
に
は
、生
活
基
盤
と

な
る
道
路
や
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
安
全

の
確
保
の
ほ
か
、防
犯
対
策
、予
期
せ
ぬ
災
害

へ
の
対
策
な
ど
、多
種
多
様
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、行
政
と
住
民
等（
住
民・地
域
組
織
、企

業
）社
会
す
べ
て
の
関
与
と
連
携
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

対
策
や
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
、防
犯・

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
基
盤
整
備
に
加

え
、予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
、住
民
な
ど
の

防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、自
主
防
災
組
織
の
活
性
な
ど
、安
全
安

心
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
ち
の
活
力
維
持
と
活
性
に
は
、地
域
産

業
の
発
展
と
活
力
、地
域
人
材
の
確
保
が
必

要
で
す
。

地
域
産
業
、地
域
人
材
の
育
成・確
保

　
地
域
の
活
力
を
維
持
・
活
性
に
は
、既
存

企
業
の
継
続
操
業
や
新
た
な
企
業
の
創
業

の
ほ
か
、本
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
分

野
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
加
え
て
、

地
域
組
織
の
活
性
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、既
存
企
業
の
操
業
支
援
や

企
業
誘
致
、農
業
振
興
の
推
進
に
よ
る
農
業

分
野
や
介
護
に
お
け
る
人
材
の
確
保
、加
え

て
新
た
な
地
域
組
織
の
仕
組
み
づ
く
り
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、ま
ち
の
活
力
維
持

と
活
性
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

観
光
資
源
の
発
掘
及
び
情
報
発
信

　
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
お
い
て
、町
外
か
ら
人
の
流
れ
を
創
る
、交

流
人
口
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、町
の
活
力

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

　
国
指
定
史
跡
で
あ
る
歴
史
資
産
の「
白

旗
城
跡
」や「
古
代
山
陽
道
野
磨
駅
家
跡
」

の
ほ
か
、豊
か
な
自
然
環
境
を
貴
重
な
地
域

資
源
と
し
て
再
認
識
し
た
上
で
、効
果
的
な

情
報
発
信
を
図
り
、本
町
へ
の
人
の
流
れ
を

創
って
ま
い
り
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、限
ら
れ
た
財
源

で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、住
民

ニ
ー
ズ
や
将
来
負
担
を
踏
ま
え
た
施
策
や
事

務
事
業
の
選
択
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、行
政
経
営
の
効
率
化
の
た
め
の
公
共
イ

ン
フ
ラ
施
設
等
の
適
正
規
模
化
や
効
率
的

運
転
へ
の
転
換
、現
有
す
る
施
設
の
長
寿
命

化
な
ど
、将
来
の
経
常
負
担
の
軽
減
に
向
け

た
施
設
整
備
の
ほ
か
、行
政
事
務
の
効
率
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

39,323千円
320千円

 9,990千円
80,460千円
6,491千円
2,046千円

86,292千円
261,000千円
268,600千円

533,062 千円

919千円
105千円
182千円
1,128千円

67千円
100千円
1,959千円
1,770千円
6,000千円

Ⅰ 安全安心で快適に住み続けられるまちづくり
⑴安全安心な社会の形成
○防災システム改修事業
○防犯カメラの設置補助事業
○地球温暖化対策実行計画の策定
○し尿受入施設整備事業
○[仮称]上郡町防犯灯LED化事業
○自主防災組織活動等支援事業
⑵定住基盤の整備
○水道整備事業 高田台老朽送配水管更新耐震化事業

○町道上郡川筋線拡幅等道路整備事業
○橋梁トンネル長寿命化事業
○下水道整備事業 高田台分区長寿命化事業ほか

Ⅱ 地域で支え合い健やかに暮らせるまちづくり
⑴健康な暮らしの支援
○血管年齢測定器購入による健康意識の醸成
○小児救急医療電話相談事業
○女性のがん検診啓発事業
○自殺対策計画の策定
⑵福祉の充実
○地域包括ケアシステム構築に向けた協議体運営事業
○介護支援ボランティアポイント事業
○安心見守りコール事業
○敬老会事業
○外出支援サービス事業

 

1,955千円
120千円

 5,735千円
4,600千円
4,135千円

2,392千円
19,200千円
14，000千円
1,020千円

240千円
1，687千円

 2,500千円
3,000千円

900千円
 1,771千円

　305千円

Ⅲ 人・地域・文化を愛する人を育むまちづくり
⑴幼稚園・学校教育の充実
○就学前教育・保育の一体化 [認定こども園化]に向けた基本構想策定
○インターネット利用に関する基準づくり支援事業
○小・中学校専任外国語指導助手[ALT]事業
○小・中学校の教育用デジタルテレビ整備
○学校図書室の蔵書の充実
⑵社会教育の推進
○国指定史跡「山陽道野磨駅家跡整備計画」策定事業
○つばき会館消火配管更新事業
○スポーツセンター総合体育館照明ＬＥＤ化等事業
○図書館の蔵書充実[大活字本の購入]
Ⅳ 地域資源を活かした雇用の創出とにぎわいのあるまちづくり
⑴産業の振興と雇用の確保
○新規就農者支援事業
○営農支援員配置による農業後継者マッチング支援事業
⑵観光の振興と交流の促進
○地域資源活用イベント支援事業
○川まつりの開催[観光協会補助]
Ⅴ みんなで創り進めるまちづくり
⑴町民と行政が協働で進めるまちづくり
○三世代同居住支援事業
○お試し暮らし住宅提供事業
⑵効率的・効果的な行財政運営
○町税等の収納機会の充実［クレジット収納開始］
○し尿受入施設整備事業［再掲］
○スポーツセンター総合体育館照明LED代等事業［再掲］

平成30年度の主要事業

新

新 =新規事業 拡 =拡充事業 継 =継続・維持事業

新

新
新
新
新

新

新

新

継

継
継

拡
拡

拡

拡

新
新

新

新
継
継

継

継

新

新

新

新
新

新
拡

拡

拡
拡

拡
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平
成
30
年
度
施
政
方
針

３
月
議
会
定
例
会
で
、遠
山
寛
町
長
が
平
成
30
年
度
の

予
算
編
成
の
た
め
に
、町
政
に
対
す
る
所
信
の一
端
と
主

要
な
施
策
を
施
政
方
針
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

総
合
計
画
で
町
の
将
来
像
に
示
す「
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、元
気
で
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、安
全
安

心
な
住
み
良
い
町
」を
目
指
し
、「
地
域
創
生
の
実

現
」と「
町
財
政
の
健
全
化
」を
重
点
施
策
の
大
き

な
柱
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
活
力
の
維
持・活
性

子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り 

地
域
創
生
の
実
現

町
財
政
の
健
全
化

　
人
口
減
少
が
急
速
に
進
展
す
る
状
況
下

に
お
い
て
、将
来
に
わ
た
り
町
の
活
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、町
の
将
来
を
担
う
人
材

「
ひ
と
」を
創
り・育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、若
い
世
代
の
結
婚・子
育
て

等
に
関
す
る
希
望
の
実
現
を
目
指
し
、男
女

の
出
逢
い
機
会
の
提
供
や
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
母
子
支
援
、子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、就
学
前
か
ら
義
務

教
育
終
了
ま
で
の
子
育
て・教
育
環
境
の
充

実
及
び
支
援
な
ど
、子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、第
一に
住
民
の
健
康
と

安
全
安
心
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

健
康・支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す

こ
と
は
、誰
も
の
願
い
で
あ
り
望
み
で
す
。

健
康
は
、自
ら
そ
の
重
要
性
に
気
づ
き
実
践

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。老
若
男
女
、世
代

を
問
わ
ず
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
健
康
な

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
基
づ
き
、健
康

意
識
の
醸
成
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、健
康
づ
く
り
を
通
し
て
人
や
地

域
の
繋
が
り
を
深
め
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、高
齢
者
が
安
心
し
て
元
気
に
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、

高
齢
者
な
ど
を
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）や
高
齢
者
に
活

躍
機
会
を
提
供
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
加

え
、家
族
な
ど
で
の
見
守
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

安
全
安
心
の
基
盤
及
び
体
制
づ
く
り

　
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
は
、ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
安
全
で
安
心
な
生
活
に
は
、生
活
基
盤
と

な
る
道
路
や
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
安
全

の
確
保
の
ほ
か
、防
犯
対
策
、予
期
せ
ぬ
災
害

へ
の
対
策
な
ど
、多
種
多
様
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、行
政
と
住
民
等（
住
民・地
域
組
織
、企

業
）社
会
す
べ
て
の
関
与
と
連
携
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の

対
策
や
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
、防
犯・

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
基
盤
整
備
に
加

え
、予
期
せ
ぬ
災
害
に
備
え
、住
民
な
ど
の

防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、自
主
防
災
組
織
の
活
性
な
ど
、安
全
安

心
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
ち
の
活
力
維
持
と
活
性
に
は
、地
域
産

業
の
発
展
と
活
力
、地
域
人
材
の
確
保
が
必

要
で
す
。

地
域
産
業
、地
域
人
材
の
育
成・確
保

　
地
域
の
活
力
を
維
持
・
活
性
に
は
、既
存

企
業
の
継
続
操
業
や
新
た
な
企
業
の
創
業

の
ほ
か
、本
町
の
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
分

野
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に
加
え
て
、

地
域
組
織
の
活
性
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、既
存
企
業
の
操
業
支
援
や

企
業
誘
致
、農
業
振
興
の
推
進
に
よ
る
農
業

分
野
や
介
護
に
お
け
る
人
材
の
確
保
、加
え

て
新
た
な
地
域
組
織
の
仕
組
み
づ
く
り
を

支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、ま
ち
の
活
力
維
持

と
活
性
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

観
光
資
源
の
発
掘
及
び
情
報
発
信

　
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

に
お
い
て
、町
外
か
ら
人
の
流
れ
を
創
る
、交

流
人
口
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、町
の
活
力

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

　
国
指
定
史
跡
で
あ
る
歴
史
資
産
の「
白

旗
城
跡
」や「
古
代
山
陽
道
野
磨
駅
家
跡
」

の
ほ
か
、豊
か
な
自
然
環
境
を
貴
重
な
地
域

資
源
と
し
て
再
認
識
し
た
上
で
、効
果
的
な

情
報
発
信
を
図
り
、本
町
へ
の
人
の
流
れ
を

創
って
ま
い
り
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、限
ら
れ
た
財
源

で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
、住
民

ニ
ー
ズ
や
将
来
負
担
を
踏
ま
え
た
施
策
や
事

務
事
業
の
選
択
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、行
政
経
営
の
効
率
化
の
た
め
の
公
共
イ

ン
フ
ラ
施
設
等
の
適
正
規
模
化
や
効
率
的

運
転
へ
の
転
換
、現
有
す
る
施
設
の
長
寿
命

化
な
ど
、将
来
の
経
常
負
担
の
軽
減
に
向
け

た
施
設
整
備
の
ほ
か
、行
政
事
務
の
効
率
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

39,323千円
320千円

 9,990千円
80,460千円
6,491千円
2,046千円

86,292千円
261,000千円
268,600千円

533,062 千円

919千円
105千円
182千円
1,128千円

67千円
100千円
1,959千円
1,770千円
6,000千円

Ⅰ 安全安心で快適に住み続けられるまちづくり
⑴安全安心な社会の形成
○防災システム改修事業
○防犯カメラの設置補助事業
○地球温暖化対策実行計画の策定
○し尿受入施設整備事業
○[仮称]上郡町防犯灯LED化事業
○自主防災組織活動等支援事業
⑵定住基盤の整備
○水道整備事業 高田台老朽送配水管更新耐震化事業

○町道上郡川筋線拡幅等道路整備事業
○橋梁トンネル長寿命化事業
○下水道整備事業 高田台分区長寿命化事業ほか

Ⅱ 地域で支え合い健やかに暮らせるまちづくり
⑴健康な暮らしの支援
○血管年齢測定器購入による健康意識の醸成
○小児救急医療電話相談事業
○女性のがん検診啓発事業
○自殺対策計画の策定
⑵福祉の充実
○地域包括ケアシステム構築に向けた協議体運営事業
○介護支援ボランティアポイント事業
○安心見守りコール事業
○敬老会事業
○外出支援サービス事業

 

1,955千円
120千円

 5,735千円
4,600千円
4,135千円

2,392千円
19,200千円
14，000千円
1,020千円

240千円
1，687千円

 2,500千円
3,000千円

900千円
 1,771千円

　305千円

Ⅲ 人・地域・文化を愛する人を育むまちづくり
⑴幼稚園・学校教育の充実
○就学前教育・保育の一体化 [認定こども園化]に向けた基本構想策定
○インターネット利用に関する基準づくり支援事業
○小・中学校専任外国語指導助手[ALT]事業
○小・中学校の教育用デジタルテレビ整備
○学校図書室の蔵書の充実
⑵社会教育の推進
○国指定史跡「山陽道野磨駅家跡整備計画」策定事業
○つばき会館消火配管更新事業
○スポーツセンター総合体育館照明ＬＥＤ化等事業
○図書館の蔵書充実[大活字本の購入]
Ⅳ 地域資源を活かした雇用の創出とにぎわいのあるまちづくり
⑴産業の振興と雇用の確保
○新規就農者支援事業
○営農支援員配置による農業後継者マッチング支援事業
⑵観光の振興と交流の促進
○地域資源活用イベント支援事業
○川まつりの開催[観光協会補助]
Ⅴ みんなで創り進めるまちづくり
⑴町民と行政が協働で進めるまちづくり
○三世代同居住支援事業
○お試し暮らし住宅提供事業
⑵効率的・効果的な行財政運営
○町税等の収納機会の充実［クレジット収納開始］
○し尿受入施設整備事業［再掲］
○スポーツセンター総合体育館照明LED代等事業［再掲］

平成30年度の主要事業

新

新 =新規事業 拡 =拡充事業 継 =継続・維持事業

新

新
新
新
新

新

新

新

継

継
継

拡
拡

拡

拡

新
新

新

新
継
継

継

継

新

新

新

新
新

新
拡

拡

拡
拡

拡
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平成30年度 町の予算一般会計　町民1人あたり1年間に使われる予算一般会計　町民1人あたり1年間に使われる予算

～子育て世代に選ばれるまちづくり、安全安心のまちづくり、地域活力の維持・活性、効率的な行政運営～

平成３０年度一般会計予算は、前年度に比べ３億１，８００万円増の７６億８，８００万円になりました。
※予算額などは千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります。

　　　 評価替えなどで固定資産税が減収となる見込みから、前
年度に比べ9,434万円減の23億2,350万円を見込みました。
町税

平成30年度の特別会計予算は、水道事業も含めた特別会計
全体で、前年度に比べ2億6,686万円減の67億9,359万円
になりました。
下水道事業では、施設の老朽化対策として高田台分区の長寿
命化事業を行います。
また、国民健康保険事業では、制度改正に伴い県が財政運営
の責任主体となったことから、町の予算規模が縮小し、前年度
に比べ3億5,049万円減の20億4,574万円になりました。
なお、公営墓園事業は、墓地公園整備のために借り入れた町
債（借金）の繰上償還の実施で、公債費（返済金）が皆減した
ため、前年度に比べ1,334万円減の335万円になりました。

特別会計予算

財政調整基金は財政運営を行うための貯金で、財源が不足
するときに取り崩すための貯金です。
本年度予算では道路、下水道施設などの長寿命化事業で臨
時的な経費が発生したため、1億2,000万円の取り崩しを行
いました。
なお、財政調整基金に加え、借金の返済を計画的に行うため
の減債基金や、特定の目的のために使う特定目的基金を合
計すると、町の基金残高は5億8,749万円になりました。
※平成29年度、平成30年度は見込み数値です。

町の借金にあたる町債の残高は、新たな借入を抑制し、ま
た、繰上償還の実施などにより年々減少しており、平成30年
度末には199億5,361万円となる見込みです。
一方で、安全安心のための投資的経費の増加や効率的な行
政運営のための施設整備に伴い、新たな借入を予定してい
ます。一般会計では、し尿受入施設の建設、道路橋やトンネ
ルの長寿命化修繕事業、町道上郡川筋線や町道中野与井線
の改良事業に必要な借入で9億5,880万円を予定していま
す。
また、特別会計では農業集落排水事業および公共下水道事
業で5億5,430万円の借入を予定し、町全体で15億1,310
万円の借入を見込んでいます。
※平成29年度、平成30年度は見込み数値です。

まちの将来像やその実現に向けた取り組みを示した計画の
「上郡町第５次総合計画」に基づき、予算編成を行いました。

一般会計

54,595円

７６億８，８００万円
（対前年度比4.3％増）

特別会計

公営企業
会計

全 会 計58億7，608万円
（対前年度比4.3％減）

９億１，７５２万円
（対前年度比0.6％減）

１４４億８，１５９万円
（対前年度比0.4％増）

財政管理室 財政係　☎５2-１１１２問

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
簡易水道事業
農業集落排水事業
公共下水道事業
公営墓園事業
ケーブルテレビ管理運営事業
小　　　計
水道事業
特別会計合計

20億4,574万円
2億4,659万円
17億5,602万円

3,685万円
4億4,474万円
12億6,941万円

335万円
7,339万円

58億7,608万円
9億1,752万円
67億9,359万円

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 公債費 諸支出金・予備費
6,185円 55,155円 91,667円 43,614円 18,872円

27,601円 49,842円 63,280円 89,970円

5,074円

平成30年
３月末人口

15,198人

町の基金（貯金）の残高状況

一般会計歳入

一般会計歳出

町債（借金）の残高状況

会計名 予算額

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

217億5,323万円

211億1,182万円

204億7,942万円 200億7,411万円

199億5,361万円

町債（借金）残高

町債（借金）残高

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

4億734万円

4億7,031万円

5億9,278万円

5億6,325万円

4億5,451万円

4億7,861万円

5億8,749万円

7億1,755万円
6億4,326万円 8億602万円

町全体の基金残高財政調整基金

1.2％

議会費
9,401万円

10.9％

総務費
8億3,824万円

18.1％

民生費
13億9,316万円

8.6％

衛生費
6億6,284万円

3.7％

農林水産業費
2億8,681万円

10.8％

土木費
8億2,974万円

5.5％

消防費
4億1,948万円

12.5％

公債費
9億6,174万円

17.8％

諸支出金・予備費
13億6,736万円

1.0％

商工費
7,712万円

町税
23億2,350万円

30.2％

1.2％

地方譲与税
9,553万円

4.8％

交付金
3億7,097万円1.8％

使用料及び手数料
1億3,692万円

7.0％

県支出金
5億3,630万円

0.8％

財産収入
6,091万円

1.3％
寄附金1億円

2.6％

0.1％

繰入金
1億9,797万円

繰越金
1,000万円

0.6％

分担金及び負担金
4,222万円

9.3％

国庫支出金
7億1,366万円

1.8％

諸収入
1億4,122万円

12.5％

町債
9億5,880万円

歳入総額
76億

8,800万円

26.0％

地方交付税
20億円

9.9％

教育費
7億5,750万円

歳出総額
76億

8,800万円

　　　  し尿受入施設の整備により、前年度に比べ8,785
万円増の6億6,284万円を計上しました。
衛生費

　　　  道路橋やトンネルの長寿命化、町道上郡川筋線改良
事業などにより、前年度に比べ2億5,718万円増の8億
2,974万円を計上しました。

土木費

　　　  安全安心なまちづくりの取り組みとして実施する防
災システムの改修事業費や、防犯カメラの設置補助事業費
の増により、前年度に比べ4,688万円増の4億1,948万円
を計上しました。

消防費

　　　 　　   一定の行政サービスの提供などに必要な財源
を保障するため国から交付される地方交付税は、前年度に
比べ1,122万円減の20億円を見込みました。
なお、地方消費税交付金のうち、消費税率引き上げ分の社
会保障財源化分として1億1,978万円を見込み、高齢者福
祉事業や児童福祉事業、各医療費助成事業などの社会保障
施策に必要な経費として活用します。

地方交付税

　　　 　　     ため池の耐震照査、一斉点検などの農村地
域防災減災事業により、前年度に比べ8,466万円増の2億
8,681万円を計上しました。

農林水産業費

　　　 　　      　　　　　　　　中学校用地造成事業や
サヌキ山線整備事業などの起債の償還が終了したため、前
年度に比べ、487万円減の9億6,174万円を計上しました。

公債費（借金返済のためのお金）
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平成30年度 町の予算一般会計　町民1人あたり1年間に使われる予算一般会計　町民1人あたり1年間に使われる予算

～子育て世代に選ばれるまちづくり、安全安心のまちづくり、地域活力の維持・活性、効率的な行政運営～

平成３０年度一般会計予算は、前年度に比べ３億１，８００万円増の７６億８，８００万円になりました。
※予算額などは千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります。

　　　 評価替えなどで固定資産税が減収となる見込みから、前
年度に比べ9,434万円減の23億2,350万円を見込みました。
町税

平成30年度の特別会計予算は、水道事業も含めた特別会計
全体で、前年度に比べ2億6,686万円減の67億9,359万円
になりました。
下水道事業では、施設の老朽化対策として高田台分区の長寿
命化事業を行います。
また、国民健康保険事業では、制度改正に伴い県が財政運営
の責任主体となったことから、町の予算規模が縮小し、前年度
に比べ3億5,049万円減の20億4,574万円になりました。
なお、公営墓園事業は、墓地公園整備のために借り入れた町
債（借金）の繰上償還の実施で、公債費（返済金）が皆減した
ため、前年度に比べ1,334万円減の335万円になりました。

特別会計予算

財政調整基金は財政運営を行うための貯金で、財源が不足
するときに取り崩すための貯金です。
本年度予算では道路、下水道施設などの長寿命化事業で臨
時的な経費が発生したため、1億2,000万円の取り崩しを行
いました。
なお、財政調整基金に加え、借金の返済を計画的に行うため
の減債基金や、特定の目的のために使う特定目的基金を合
計すると、町の基金残高は5億8,749万円になりました。
※平成29年度、平成30年度は見込み数値です。

町の借金にあたる町債の残高は、新たな借入を抑制し、ま
た、繰上償還の実施などにより年々減少しており、平成30年
度末には199億5,361万円となる見込みです。
一方で、安全安心のための投資的経費の増加や効率的な行
政運営のための施設整備に伴い、新たな借入を予定してい
ます。一般会計では、し尿受入施設の建設、道路橋やトンネ
ルの長寿命化修繕事業、町道上郡川筋線や町道中野与井線
の改良事業に必要な借入で9億5,880万円を予定していま
す。
また、特別会計では農業集落排水事業および公共下水道事
業で5億5,430万円の借入を予定し、町全体で15億1,310
万円の借入を見込んでいます。
※平成29年度、平成30年度は見込み数値です。

まちの将来像やその実現に向けた取り組みを示した計画の
「上郡町第５次総合計画」に基づき、予算編成を行いました。

一般会計

54,595円

７６億８，８００万円
（対前年度比4.3％増）

特別会計

公営企業
会計

全 会 計58億7，608万円
（対前年度比4.3％減）

９億１，７５２万円
（対前年度比0.6％減）

１４４億８，１５９万円
（対前年度比0.4％増）

財政管理室 財政係　☎５2-１１１２問

国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
簡易水道事業
農業集落排水事業
公共下水道事業
公営墓園事業
ケーブルテレビ管理運営事業
小　　　計
水道事業
特別会計合計

20億4,574万円
2億4,659万円
17億5,602万円

3,685万円
4億4,474万円
12億6,941万円

335万円
7,339万円

58億7,608万円
9億1,752万円
67億9,359万円

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 消防費 教育費 公債費 諸支出金・予備費
6,185円 55,155円 91,667円 43,614円 18,872円

27,601円 49,842円 63,280円 89,970円

5,074円

平成30年
３月末人口

15,198人

町の基金（貯金）の残高状況

一般会計歳入

一般会計歳出

町債（借金）の残高状況

会計名 予算額

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

217億5,323万円

211億1,182万円

204億7,942万円 200億7,411万円

199億5,361万円

町債（借金）残高

町債（借金）残高

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

4億734万円

4億7,031万円

5億9,278万円

5億6,325万円

4億5,451万円

4億7,861万円

5億8,749万円

7億1,755万円
6億4,326万円 8億602万円

町全体の基金残高財政調整基金

1.2％

議会費
9,401万円

10.9％

総務費
8億3,824万円

18.1％

民生費
13億9,316万円

8.6％

衛生費
6億6,284万円

3.7％

農林水産業費
2億8,681万円

10.8％

土木費
8億2,974万円

5.5％

消防費
4億1,948万円

12.5％

公債費
9億6,174万円

17.8％

諸支出金・予備費
13億6,736万円

1.0％

商工費
7,712万円

町税
23億2,350万円

30.2％

1.2％

地方譲与税
9,553万円

4.8％

交付金
3億7,097万円1.8％

使用料及び手数料
1億3,692万円

7.0％

県支出金
5億3,630万円

0.8％

財産収入
6,091万円

1.3％
寄附金1億円

2.6％

0.1％

繰入金
1億9,797万円

繰越金
1,000万円

0.6％

分担金及び負担金
4,222万円

9.3％

国庫支出金
7億1,366万円

1.8％

諸収入
1億4,122万円

12.5％

町債
9億5,880万円

歳入総額
76億

8,800万円

26.0％

地方交付税
20億円

9.9％

教育費
7億5,750万円

歳出総額
76億

8,800万円

　　　  し尿受入施設の整備により、前年度に比べ8,785
万円増の6億6,284万円を計上しました。
衛生費

　　　  道路橋やトンネルの長寿命化、町道上郡川筋線改良
事業などにより、前年度に比べ2億5,718万円増の8億
2,974万円を計上しました。

土木費

　　　  安全安心なまちづくりの取り組みとして実施する防
災システムの改修事業費や、防犯カメラの設置補助事業費
の増により、前年度に比べ4,688万円増の4億1,948万円
を計上しました。

消防費

　　　 　　   一定の行政サービスの提供などに必要な財源
を保障するため国から交付される地方交付税は、前年度に
比べ1,122万円減の20億円を見込みました。
なお、地方消費税交付金のうち、消費税率引き上げ分の社
会保障財源化分として1億1,978万円を見込み、高齢者福
祉事業や児童福祉事業、各医療費助成事業などの社会保障
施策に必要な経費として活用します。

地方交付税

　　　 　　     ため池の耐震照査、一斉点検などの農村地
域防災減災事業により、前年度に比べ8,466万円増の2億
8,681万円を計上しました。

農林水産業費

　　　 　　      　　　　　　　　中学校用地造成事業や
サヌキ山線整備事業などの起債の償還が終了したため、前
年度に比べ、487万円減の9億6,174万円を計上しました。

公債費（借金返済のためのお金）
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応援券の有効期限は発行日の翌日から１年間
保健センター　☎５２-２１８８問

国保介護支援室 介護保険係　☎５２-１１５２問

内　　容 産後3か月までに実施する
産婦健診にかかる費用を
補助

補助金額 上限5，000円

内　　容 助産師や保健師による乳房マッサージや
沐浴のアドバイス、赤ちゃんの体重測定、
育児相談などを実施

対　　象 生後6か月未満の赤ちゃんとお母さん
(審査あり)

利用料金 無料

内　　容 管理栄養士による離乳食の指導や
離乳食の試食、ふれあい遊びや
おもちゃ作りを実施

対　　象 0歳児とその保護者

各事業の詳細は、右記まで問い合わせてください。

内　　容

育児パッケージ配布事業

新生児聴覚検査費補助事業

産婦健康診査費補助事業 産後ケア事業(訪問型)

赤ちゃんサロン内　　容 新生児聴覚検査にかかる費用を補助

補助金額 検査費用1／2(上限3，000円)

町は子育てを応援します！子育てのなんでも相談室として、
保健センターに子育て世代包括支援センター『ふぁみりあ』を設置しています。
何でも気軽に相談してください！

介護支援ボランティアポイント事業
あなたも介護支援ボランティア活動に参加しませんか。体を動かしたり、
人と触れ合うことは、健康づくりや介護予防につながります。生きがいを
もつことで健康寿命を延ばし、皆がいきいきと暮らせるまちを目指そう！
詳しい内容は、下記窓口まで問い合わせてください。

対象者

ボランティア活動をしてスタンプをためよう!
１月～12月末までの間に、町内の介護保険施設などで１時間以上のボランティア活動をすると、施設などがボランティ
ア手帳に確認スタンプを１個押印してくれます。（初年度の活動期間は４月～１２月末まで）

町内に住所がある６５歳以上の人（介護保険の要介護・要支援認定者及び事業対象者を除く）が下記窓口で
介護支援ボランティアの登録申請をすると、ボランティア手帳がもらえます。

応援券に交換しよう！（翌年１月～３月末まで）

ポイントをもらおう！（翌年１月～３月末まで）
下記窓口で、手帳のスタンプの数に応じてボランティア活動評価ポイントが付与されます。1年間のポイントの上限は
５０ポイントです。10ポイントにつき商工会が発行する「かみごおり定住応援券」１枚と交換できる引換券がもらえます。

応援券は役場会計課窓口で引き換えできます。応援券は、１枚につき1,000円分の商品券として町内の指定された
店舗や事業所などで使用できます。おつりは出ないので注意してください。

4STEP

3STEP

介護支援ボランティアに登録しよう！1STEP

2STEP

『ふぁみりあ』

健やかな成長
に役立つ育児
期の必需品を
贈呈

子育てのなんでも相談室

広告 広告

広報 かみごおり 4月号 13 広報 かみごおり 4月号 12
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応援券の有効期限は発行日の翌日から１年間
保健センター　☎５２-２１８８問

国保介護支援室 介護保険係　☎５２-１１５２問

内　　容 産後3か月までに実施する
産婦健診にかかる費用を
補助

補助金額 上限5，000円

内　　容 助産師や保健師による乳房マッサージや
沐浴のアドバイス、赤ちゃんの体重測定、
育児相談などを実施

対　　象 生後6か月未満の赤ちゃんとお母さん
(審査あり)

利用料金 無料

内　　容 管理栄養士による離乳食の指導や
離乳食の試食、ふれあい遊びや
おもちゃ作りを実施

対　　象 0歳児とその保護者

各事業の詳細は、右記まで問い合わせてください。

内　　容

育児パッケージ配布事業

新生児聴覚検査費補助事業

産婦健康診査費補助事業 産後ケア事業(訪問型)

赤ちゃんサロン内　　容 新生児聴覚検査にかかる費用を補助

補助金額 検査費用1／2(上限3，000円)

町は子育てを応援します！子育てのなんでも相談室として、
保健センターに子育て世代包括支援センター『ふぁみりあ』を設置しています。
何でも気軽に相談してください！

介護支援ボランティアポイント事業
あなたも介護支援ボランティア活動に参加しませんか。体を動かしたり、
人と触れ合うことは、健康づくりや介護予防につながります。生きがいを
もつことで健康寿命を延ばし、皆がいきいきと暮らせるまちを目指そう！
詳しい内容は、下記窓口まで問い合わせてください。

対象者

ボランティア活動をしてスタンプをためよう!
１月～12月末までの間に、町内の介護保険施設などで１時間以上のボランティア活動をすると、施設などがボランティ
ア手帳に確認スタンプを１個押印してくれます。（初年度の活動期間は４月～１２月末まで）

町内に住所がある６５歳以上の人（介護保険の要介護・要支援認定者及び事業対象者を除く）が下記窓口で
介護支援ボランティアの登録申請をすると、ボランティア手帳がもらえます。

応援券に交換しよう！（翌年１月～３月末まで）

ポイントをもらおう！（翌年１月～３月末まで）
下記窓口で、手帳のスタンプの数に応じてボランティア活動評価ポイントが付与されます。1年間のポイントの上限は
５０ポイントです。10ポイントにつき商工会が発行する「かみごおり定住応援券」１枚と交換できる引換券がもらえます。

応援券は役場会計課窓口で引き換えできます。応援券は、１枚につき1,000円分の商品券として町内の指定された
店舗や事業所などで使用できます。おつりは出ないので注意してください。

4STEP

3STEP

介護支援ボランティアに登録しよう！1STEP

2STEP

『ふぁみりあ』

健やかな成長
に役立つ育児
期の必需品を
贈呈

子育てのなんでも相談室

広告 広告

広報 かみごおり 4月号 13 広報 かみごおり 4月号 12

トピックス トピックス

平成３０年４
月スタート！！
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平成30年度から3年間の介護保険料が決まりました

【介護保険料の決め方】

53億×23％÷5,565人/年÷３年＝
平成30年度から3年間の介護保険料基準額が年額72,000円（月額6,000円）となりました。介護保険料はこの
保険料基準額をもとに、前年度の所得や町民税の課税状況によって、９段階に区分されます。皆さんの平成30
年度の介護保険料については、６月中旬に「介護保険料額決定通知書」でお知らせします。

第１号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料は、３年ごとに策定される「上郡町介護保険事業計画」に基づい
て見直しを行っています。平成30年度から３年間の介護保険料は、介護サービスにかかる費用などを見込んだも
ののうち、23％を第１号被保険者に負担してもらいます。

【段階別介護保険料一覧表】 

段階

第１段階

第２段階

第３段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

対象者

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の人
・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が80万円以下の人

・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の人

・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が120万円を超える人

・本人は町民税非課税で、世帯の誰かに町民税が課税されており、本人の
 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が
 120万円以上190万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が
 190万円以上290万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が290万円以上の人

介護保険料は①特別徴収（年金天引き）または②普通徴収（納付書または口座振替）で納めます。

保険料は年金受給月（４月・６月・８月・10月・12月・２月）に納付します。
４月・６月・８月は、仮に算定された保険料を納めます。これを仮徴収といいます。 
10月・12月・２月は、確定した保険料を納めます。これを本徴収といいます。 

②普通徴収 保険料が確定してから、６月・８月・10月・12月・１月・２月に納めます。
納付には保険料の納め忘れがなく、便利な口座振替がおすすめです。

介護保険料基準額 １年間で72,000円（月額6,000円）

72,000円/年

基準額に
対する割合

0.45

0.75

1.0

1.2

1.3

1.5

1.7

年額保険料
（月額保険料）

32,400円
（2,700円）

54,000円
（4,500円）

72,000円
（6,000円）

第４段階 ・本人は町民税非課税で、世帯の誰かに町民税が課税されており、本人の
 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 0.9 64,800円

（5,400円）

86,400円
（7,200円）

93,600円
（7,800円）

108,000円
（9,000円）

122,400円
（10,200円）

介護保険料の納め方

①特別徴収

（３年間の合計）

町介護保険給付に
かかる費用（見込み）

第1号被保険者
負担分

町の第1号被保険者
3年間の平均人数 

保険料基準額

（一人あたり）

※合計所得金額とは、収入から必要経費に相当する額を控除した金額です。平成30年4月1日以降は、
　さらに「長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金収入に係る所得（第1～5段階のみ）」を控除した額となります。

国保介護支援室 介護保険係　☎５２-１１５２問

広報 かみごおり 4月号 15 広報 かみごおり 4月号 14
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公
民
館
講
座
紹
介

公
民
館
で
は
、楽
し
い
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん！
住
ん
で
い
る
地
区
の
公
民
館
に
限
ら
ず
、す
べ
て
の
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、各
地
区
公
民
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
人
向
け
講
座

第
2木
曜
 年
間
12
回
/1
0時
～
11
時
30
分

ヨ
ガ
教
室

ペ
ン
習
字
教
室

第
2火
曜
 年
間
12
回
/1
0時
～
11
時
30
分

押
し
花
教
室

梨
ヶ
原

第
1水
曜
 年
間
12
回
/1
3時
30
分
～
16
時

墨
絵
教
室

第
3金
曜
 年
間
12
回
/9
時
30
分
～
12
時

健
康
づ
く
り
教
室

第
1・
3水
曜
 年
間
20
回
/1
3時
30
分
～
15
時
30
分

ふ
る
さ
と
学
級

船
　
坂

年
間
5回
 偶
数
月
/1
0時
～
11
時
30
分

園
芸
教
室

年
間
5回
 偶
数
月
/1
0時
～
11
時
30
分

赤
松
学
園

5月
か
ら
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

手
づ
く
り
鎧・
か
ぶ
と
教
室

赤
　
松

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1土
曜
/9
時
～

5月
か
ら
 年
間
20
回
 第
1・
2土
曜
、第
4火
曜
/9
時
30
分
～

男
の
料
理
教
室

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1火
曜
/9
時
30
分
～

パ
ソ
コ
ン
教
室

5月
か
ら
 年
間
20
回
 第
2・
4火
曜
/1
9時
～
21
時

土
曜
大
正
琴
教
室

第
2土
曜
/9
時
30
分
～

楽
し
い
書
道
教
室

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1火
曜
/1
3時
30
分
～
15
時

歴
史
講
座

鞍
　
居

5月
か
ら
 年
間
5回

健
康
食
育
教
室

年
間
2回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

エ
ス
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1土
曜
/1
3時
30
分
～
(5
月
の
み
第
2土
曜
に
開
催
)

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

第
2木
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
1・
3火
曜
 前
後
期
各
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

男
の
料
理
教
室

第
2火
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

健
康
体
操
教
室

高
　
田

第
2・
4木
曜
 前
後
期
各
10
回
/1
3時
30
分
～
15
時

ア
ロ
マ
で
健
康
教
室

第
3水
曜
/9
時
30
分
～
12
時

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

年
間
10
回
/1
0時
～
12
時

琴
講
座

第
4土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
講
座

第
3土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

ル
ー
シ
ー
ダ
ット
ン
ヨ
ガ
講
座

山
野
里

第
4火
曜
 年
間
10
回
/1
9時
30
分
～
20
時
30
分

太
鼓
と
三
味
線
講
座

第
1水
曜
 年
間
10
回
/1
9時
～
21
時
30
分

う
た
す
き
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

毎
月
第
2水
曜
/1
3時
30
分
～
15
時

女
性
囲
碁・
将
棋
教
室

毎
月
第
1水
曜・
第
3土
曜
/1
3時
～

ヨ
ガ
教
室

第
1火
曜
 年
間
10
回
/1
3時
30
分
～

食
育
講
座

上
　
郡

年
間
2回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

詩
吟
体
験
教
室

年
間
3回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

切
り
絵
教
室

毎
月
第
2土
曜
/9
時
30
分
～
12
時

講
座・
教
室

主
催
公
民
館

開
講
日・
活
動
時
間
な
ど

子
ど
も
向
け
講
座

梨
ヶ
原

船
　
坂

赤
　
松

鞍
　
居

梨
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
3土
曜
 年
間
7回
/1
0時
～
12
時

子
ど
も
茶
道
教
室

子
ど
も
体
験
教
室

赤
松
円
心
っ
子

高
　
田

年
間
3回
程
度

生
花
教
室

年
間
2回
（
大
人
も
募
集
）

土
曜
茶
道
教
室

第
3土
曜
 9
時
30
分
～（
大
人
も
募
集
）

子
ど
も
体
験
教
室

年
間
1回
 随
時
通
知

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

年
間
4回
 随
時
通
知
 土
曜
/9
時
30
分
～
12
時

幼
児
教
育
学
級

山
野
里

年
間
10
回
　
随
時

親
和
隊（
和
太
鼓
）

年
間
10
回
/1
0時
～
12
時

子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

子
ど
も
抹
茶
教
室

子
ど
も
琴
教
室

な
ん
で
も
体
験
隊

上
　
郡

第
2土
曜
 年
間
10
回
/9
時
～
11
時
30
分

子
ど
も
体
験
教
室

夏
休
み
に
3回
程
度

囲
碁・
将
棋
教
室

毎
月
第
3土
曜
/1
3時
～
15
時

講
座・
教
室

主
催
公
民
館

開
講
日・
活
動
時
間
な
ど

第
3土
曜
 年
間
10
回
/1
0時
30
分
～
11
時
30
分

第
4土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

第
3土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

公
民
館
だ
よ
り・
ポ
ス
タ
ー
で
随
時
通
知
 年
間
3回
程
度

第
2土
曜
 1
3時
30
分
～
15
時
30
分（
大
人
も
募
集
）

上
　
郡
　
☎
52
-4
41
1

山
野
里
　
☎
52
-4
59
9

高
　
田
　
☎
52
-2
55
0

鞍
　
居
　
☎
54
-0
63
6

赤
　
松
　
☎
52
-4
60
5
船
　
坂
　
☎
55
-1
06
0

梨
ヶ
原
　
☎
55
-1
07
5

前
期（
4月
～
9月
）1
0回
 後
期（
10
月
～
3月
）1
0回

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

表

公
民
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の
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介
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平成30年度から3年間の介護保険料が決まりました

【介護保険料の決め方】

53億×23％÷5,565人/年÷３年＝
平成30年度から3年間の介護保険料基準額が年額72,000円（月額6,000円）となりました。介護保険料はこの
保険料基準額をもとに、前年度の所得や町民税の課税状況によって、９段階に区分されます。皆さんの平成30
年度の介護保険料については、６月中旬に「介護保険料額決定通知書」でお知らせします。

第１号被保険者（65歳以上の人）の介護保険料は、３年ごとに策定される「上郡町介護保険事業計画」に基づい
て見直しを行っています。平成30年度から３年間の介護保険料は、介護サービスにかかる費用などを見込んだも
ののうち、23％を第１号被保険者に負担してもらいます。

【段階別介護保険料一覧表】 

段階

第１段階

第２段階

第３段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

対象者

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の人
・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が80万円以下の人

・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が80万円を超え120万円以下の人

・世帯全員が町民税非課税で、本人の前年の課税年金収入額と
 合計所得金額の合計が120万円を超える人

・本人は町民税非課税で、世帯の誰かに町民税が課税されており、本人の
 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が
 120万円以上190万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が
 190万円以上290万円未満の人

・本人が町民税課税で、前年の合計所得金額が290万円以上の人

介護保険料は①特別徴収（年金天引き）または②普通徴収（納付書または口座振替）で納めます。

保険料は年金受給月（４月・６月・８月・10月・12月・２月）に納付します。
４月・６月・８月は、仮に算定された保険料を納めます。これを仮徴収といいます。 
10月・12月・２月は、確定した保険料を納めます。これを本徴収といいます。 

②普通徴収 保険料が確定してから、６月・８月・10月・12月・１月・２月に納めます。
納付には保険料の納め忘れがなく、便利な口座振替がおすすめです。

介護保険料基準額 １年間で72,000円（月額6,000円）

72,000円/年

基準額に
対する割合

0.45

0.75

1.0

1.2

1.3

1.5

1.7

年額保険料
（月額保険料）

32,400円
（2,700円）

54,000円
（4,500円）

72,000円
（6,000円）

第４段階 ・本人は町民税非課税で、世帯の誰かに町民税が課税されており、本人の
 前年の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 0.9 64,800円

（5,400円）

86,400円
（7,200円）

93,600円
（7,800円）

108,000円
（9,000円）

122,400円
（10,200円）

介護保険料の納め方

①特別徴収

（３年間の合計）

町介護保険給付に
かかる費用（見込み）

第1号被保険者
負担分

町の第1号被保険者
3年間の平均人数 

保険料基準額

（一人あたり）

※合計所得金額とは、収入から必要経費に相当する額を控除した金額です。平成30年4月1日以降は、
　さらに「長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金収入に係る所得（第1～5段階のみ）」を控除した額となります。

国保介護支援室 介護保険係　☎５２-１１５２問

広報 かみごおり 4月号 15 広報 かみごおり 4月号 14

カレンダー 暮らしの案内

ま
ち
の
話
題

特
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談

公
民
館
講
座
紹
介

公
民
館
で
は
、楽
し
い
講
座
が
盛
り
だ
く
さ
ん！
住
ん
で
い
る
地
区
の
公
民
館
に
限
ら
ず
、す
べ
て
の
講
座
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、各
地
区
公
民
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
人
向
け
講
座

第
2木
曜
 年
間
12
回
/1
0時
～
11
時
30
分

ヨ
ガ
教
室

ペ
ン
習
字
教
室

第
2火
曜
 年
間
12
回
/1
0時
～
11
時
30
分

押
し
花
教
室

梨
ヶ
原

第
1水
曜
 年
間
12
回
/1
3時
30
分
～
16
時

墨
絵
教
室

第
3金
曜
 年
間
12
回
/9
時
30
分
～
12
時

健
康
づ
く
り
教
室

第
1・
3水
曜
 年
間
20
回
/1
3時
30
分
～
15
時
30
分

ふ
る
さ
と
学
級

船
　
坂

年
間
5回
 偶
数
月
/1
0時
～
11
時
30
分

園
芸
教
室

年
間
5回
 偶
数
月
/1
0時
～
11
時
30
分

赤
松
学
園

5月
か
ら
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
教
室

手
づ
く
り
鎧・
か
ぶ
と
教
室

赤
　
松

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1土
曜
/9
時
～

5月
か
ら
 年
間
20
回
 第
1・
2土
曜
、第
4火
曜
/9
時
30
分
～

男
の
料
理
教
室

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1火
曜
/9
時
30
分
～

パ
ソ
コ
ン
教
室

5月
か
ら
 年
間
20
回
 第
2・
4火
曜
/1
9時
～
21
時

土
曜
大
正
琴
教
室

第
2土
曜
/9
時
30
分
～

楽
し
い
書
道
教
室

5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1火
曜
/1
3時
30
分
～
15
時

歴
史
講
座

鞍
　
居

5月
か
ら
 年
間
5回

健
康
食
育
教
室

年
間
2回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

エ
ス
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
5月
か
ら
 年
間
10
回
 第
1土
曜
/1
3時
30
分
～
(5
月
の
み
第
2土
曜
に
開
催
)

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
教
室

第
2木
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
1・
3火
曜
 前
後
期
各
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

男
の
料
理
教
室

第
2火
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

健
康
体
操
教
室

高
　
田

第
2・
4木
曜
 前
後
期
各
10
回
/1
3時
30
分
～
15
時

ア
ロ
マ
で
健
康
教
室

第
3水
曜
/9
時
30
分
～
12
時

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

年
間
10
回
/1
0時
～
12
時

琴
講
座

第
4土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
講
座

第
3土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
12
時

ル
ー
シ
ー
ダ
ット
ン
ヨ
ガ
講
座

山
野
里

第
4火
曜
 年
間
10
回
/1
9時
30
分
～
20
時
30
分

太
鼓
と
三
味
線
講
座

第
1水
曜
 年
間
10
回
/1
9時
～
21
時
30
分

う
た
す
き
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

毎
月
第
2水
曜
/1
3時
30
分
～
15
時

女
性
囲
碁・
将
棋
教
室

毎
月
第
1水
曜・
第
3土
曜
/1
3時
～

ヨ
ガ
教
室

第
1火
曜
 年
間
10
回
/1
3時
30
分
～

食
育
講
座

上
　
郡

年
間
2回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

詩
吟
体
験
教
室

年
間
3回
（
公
民
館
だ
よ
り
で
随
時
通
知
）

切
り
絵
教
室

毎
月
第
2土
曜
/9
時
30
分
～
12
時

講
座・
教
室

主
催
公
民
館

開
講
日・
活
動
時
間
な
ど

子
ど
も
向
け
講
座

梨
ヶ
原

船
　
坂

赤
　
松

鞍
　
居

梨
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
3土
曜
 年
間
7回
/1
0時
～
12
時

子
ど
も
茶
道
教
室

子
ど
も
体
験
教
室

赤
松
円
心
っ
子

高
　
田

年
間
3回
程
度

生
花
教
室

年
間
2回
（
大
人
も
募
集
）

土
曜
茶
道
教
室

第
3土
曜
 9
時
30
分
～（
大
人
も
募
集
）

子
ど
も
体
験
教
室

年
間
1回
 随
時
通
知

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

年
間
4回
 随
時
通
知
 土
曜
/9
時
30
分
～
12
時

幼
児
教
育
学
級

山
野
里

年
間
10
回
　
随
時

親
和
隊（
和
太
鼓
）

年
間
10
回
/1
0時
～
12
時

子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

子
ど
も
抹
茶
教
室

子
ど
も
琴
教
室

な
ん
で
も
体
験
隊

上
　
郡

第
2土
曜
 年
間
10
回
/9
時
～
11
時
30
分

子
ど
も
体
験
教
室

夏
休
み
に
3回
程
度

囲
碁・
将
棋
教
室

毎
月
第
3土
曜
/1
3時
～
15
時

講
座・
教
室

主
催
公
民
館

開
講
日・
活
動
時
間
な
ど

第
3土
曜
 年
間
10
回
/1
0時
30
分
～
11
時
30
分

第
4土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

第
3土
曜
 年
間
10
回
/9
時
30
分
～
11
時
30
分

公
民
館
だ
よ
り・
ポ
ス
タ
ー
で
随
時
通
知
 年
間
3回
程
度

第
2土
曜
 1
3時
30
分
～
15
時
30
分（
大
人
も
募
集
）

上
　
郡
　
☎
52
-4
41
1

山
野
里
　
☎
52
-4
59
9

高
　
田
　
☎
52
-2
55
0

鞍
　
居
　
☎
54
-0
63
6

赤
　
松
　
☎
52
-4
60
5
船
　
坂
　
☎
55
-1
06
0

梨
ヶ
原
　
☎
55
-1
07
5

前
期（
4月
～
9月
）1
0回
 後
期（
10
月
～
3月
）1
0回

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

表

公
民
館
講
座
・
歴
史
大
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
紹
介

裏



平
成
3
0
年
度

平
成
3
0
年
度
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

月
日
付（
曜
日
）

行
事
名

会
場

お
問
い
合
わ
せ

モ
ロ
げ
ん
き
く
ん

健
康
ポ
イ
ン
ト

1日（
日
）

7日（
土
）、8日（

日
）

2
8日（

土
）～
5月
2
7日（

日
）

4日（
金・祝

）

1
2日（

土
）、1
3日（

日
）、2
0日（

日
）

1
3日（

日
）【
9月
9日（

日
）ま
で
5
回
開
催
】

1
9日（

土
）

2
6日（

土
）

2日（
土
）

4日（
月
）～
8日（

金
）

25日（
月
）、26日（

火
）、27日（

水
）、28日（

木
）

1日（
日
）

1日（
日
）

1日（
日
）、9日（

月
）、11日（

水
）、13日（

金
）、

1
7日（

火
）、1
9日（

木
）

1
5日（

日
）

1
6日（

月・祝
）

21日（
土
）、22日（

日
）、27日（

金
）、29日（

日
）

2
8日（

土
）

5日（
日
）

2
4日（

金
）、2
5日（

土
）

1
5日（

土
）

1
7日（

月・祝
）

2
6日（

水
）～
1
0月
9日（

火
） 

3
0日（

日
） 

6日（
土
）、7日（

日
）

第
1
2
回
か
み
ご
お
り
桜
ま
つ
り

さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク

上
郡
公
民
館
　
春
季
作
品
展

郷
土
資
料
館
春
季
企
画
展「
ち
ょっ
と
昔
に
タ
イ
ム
ス
リッ
プ
2～
明
治・大

正
の
くらし

～
」

第
1
0
回
圭
介
ま
つ
り

山
野
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

歴
史
大
学
校【
考
古
学
講
座
】「
お
城
の
考
古
学
」

赤
穂
郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

各
小
学
校
体
育
大
会

ほ
た
る
ウ
ォ
ー
ク

ト
ラ
イ
や
る・ウ

ィ
ー
ク

町
ぐ
る
み
健
診

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

上
郡
町
読
書
講
演
会

町
ぐ
る
み
健
診

上
郡
町
俳
句
大
会

第
2
6
回
安
室
ダ
ム
ま
つ
り

郷
土
資
料
館
夏
の
歴
史
体
験
学
習「
勾
玉
づ
く
り
」「
ガ
ラ
ス
玉
スト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」

第
4
0
回“
川
の
都
”か
み
ご
お
り
川
ま
つ
り

県
民
芸
術
劇
場

郷
土
資
料
館
夏
の
歴
史
体
験
学
習「
銅
鏡
づ
く
り
」

上
郡
中
学
校
体
育
大
会

敬
老
会

小・中
学
生
科
学
作
品
展

小・中
学
生
科
学
作
品
展
　
表
彰
式

高
田
公
民
館
　
文
化
祭

上
郡
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
山
の
里
周
辺・か

み
ご
お
り
さ
く
ら
園

上
郡
駅
～
か
み
ご
お
り
さ
く
ら
園（
上
郡
駅
集
合
）

上
郡
公
民
館

郷
土
資
料
館

石
戸
公
民
館
広
場・い

き
い
き
交
流
ふ
る
さ
と
館

山
野
里
公
民
館
、山
野
里
小
学
校
運
動
場

郷
土
資
料
館

役
場
第
２
庁
舎
　
大
会
議
室

各
小
学
校

梨
ヶ
原
川
、栗
原
周
辺

町
内
事
業
所

保
健
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

安
室
ダ
ム
周
辺

郷
土
資
料
館

千
種
川
左
岸
親
水
広
場

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

上
郡
中
学
校

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
　
中
ホ
ー
ル

つ
ば
き
会
館
実
習
室
６

高
田
公
民
館

山
野
里
公
民
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
内
）

上
郡
公
民
館

郷
土
資
料
館

赤
松
公
民
館

山
野
里
公
民
館

郷
土
資
料
館

教
育
総
務
課

各
小
学
校

船
坂
公
民
館

上
郡
中
学
校

保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
）

保
健
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

船
坂
公
民
館

郷
土
資
料
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

上
郡
中
学
校

健
康
福
祉
課

各
小・中

学
校

各
小・中

学
校

高
田
公
民
館

○○○○○○

7日（
日
）

8日（
月・祝

）

2
0日（

土
）～
1
2月
9日（

日
）

2
7日（

土
）～
1
1月
4日（

日
）

2日（
金
）～
4日（

日
）

3日（
土・祝

）

1
7日（

土
）、1
8日（

日
）

1
8日（

日
）

1
8日（

日
）

2
3日（

金・祝
）

2
4日（

土
）、2
5日（

日
）

1日（
土
）、2日（

日
）

8日（
土
）

9日（
日
）

1
2日（

水
）～
1
8日（

火
）

中
旬
～
1月
上
旬

2
3日（

日・祝
）、2
4日（

月・祝
）

1日（
火・祝

）

1
3日（

日
）

1
7日（

木
）

下
旬

3日（
日
）

1
6日（

土
）

1
6日（

土
）～
3月
1
0日（

日
）

1
0日（

日
）

2
3日（

土
）、2
4日（

日
）

3
1日（

日
）

※
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。） 町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

鞍
居
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

町
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

郷
土
資
料
館
秋
季
特
別
展「
世
を
開
く
道
し
る
べ
と
なら
ん
～
明
治
を
創
っ
た
男・大

鳥
圭
介
～
」

上
郡
町
文
化
祭
　
美
術
展

上
郡
町
文
化
祭
　
盆
栽
展
、生
花
展
、お
茶
会

上
郡
町
文
化
祭
　
文
化
協
会
発
表
会

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
く
ら
い
　

梨
ヶ
原
公
民
館
ま
つ
り

上
郡
町
文
化
祭
　
洋
楽・器

楽
の
集
い

第
2
5
回
白
旗
城
ま
つ
り

赤
松
の
里
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ

船
坂
公
民
館
文
化
祭
作
品
展・ふ

る
さ
と
ま
つ
り（
2
5日
）

赤
松
公
民
館
　
作
品
展

西
播
磨
人
権
の
つ
ど
い

元
気
ひ
ょ
う
ご！！早

ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
権
作
品
展
示

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1
8

郷
土
資
料
館
冬
の
歴
史
体
験
学
習「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

元
旦
登
山
　
※
高
田
は
ハ
イ
キ
ン
グ

成
人
の
つ
ど
い

高
齢
者
大
学
千
種
川
学
園
　
体
験
入
園
日

文
化
協
会
　
公
開
見
学
会

上
郡
町
冬
の
短
歌
大
会

高
齢
者
大
学
千
種
川
学
園
　
体
験
入
園
日

郷
土
資
料
館
冬
季
企
画
展「
上
郡
の
ア
ル
バ
ム
４
～
明
治・大

正
の
風
景
～
」

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

郷
土
資
料
館
春
の
歴
史
体
験
学
習「（

予
定
）ガ
ラ
ス
玉
ブ
レ
ス
レ
ット
づ
く
り
」

第
6
回
上
郡
地
区
フ
ェ
ス
タ
さ
く
ら

鞍
居
ふ
る
さ
と
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

つ
ば
き
会
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
居
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

赤
松
自
治
会
 広
場
な
ど

赤
松
地
区（
上
郡
駅
集
合
）

旧
船
坂
小
学
校
体
育
館・グ

ラ
ウ
ン
ド

赤
松
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

上
郡
駅
周
辺

郷
土
資
料
館

上
郡
、高
田
、船
坂
、梨
ヶ
原

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー・つ

ば
き
会
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

鞍
居
川
河
口（
桜
ト
ン
ネ
ル
）

鞍
居
ふ
る
さ
と
館（
月・水・金

午
前
中
）

教
育
総
務
課

郷
土
資
料
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
居
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

赤
松
公
民
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

船
坂
公
民
館

赤
松
公
民
館

総
務
課

教
育
総
務
課

教
育
推
進
課

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

郷
土
資
料
館

各
公
民
館

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

教
育
総
務
課

郷
土
資
料
館

上
郡
公
民
館

○○○○○

456789123 10101112

教
育
総
務
課

教
育
推
進
課

生涯学習支援センター（図書館）
郷
土
資
料
館

上
郡
公
民
館

山
野
里
公
民
館

☎
５２
-１１１４

☎
５２
-２１８８

☎
５２
-１１１６

☎
５４
-００１７

☎
５２
-２５５０

☎
５４
-０６３６

☎
５２
-４６０５

☎
５５
-１０６０

☎
５５
-１０７５

☎
５２
-１１１１

☎
５２
-２９１１

☎
５２
-２９１２

☎
５２
-１１２５

☎
５２
-３７３７

☎
５２
-４４１１

☎
５２
-４５９９

高
田
公
民
館

鞍
居
公
民
館

赤
松
公
民
館

船
坂
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

総
務

課

健
康
福
祉
課

保
健
セ
ン
タ
ー

産
業
振
興
課
・
観
光
協
会

鞍
居
ふ
る
さ
と
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

参
加
者
の
み

ラ
ジ
オ
体
操

参
加
者
の
み

6
広報 かみごおり 4月号 17 広報 かみごおり 4月号 16

カレンダー カレンダー

ま
ち
の
話
題

特
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



平
成
3
0
年
度

平
成
3
0
年
度
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

月
日
付（
曜
日
）

行
事
名

会
場

お
問
い
合
わ
せ

モ
ロ
げ
ん
き
く
ん

健
康
ポ
イ
ン
ト

1日（
日
）

7日（
土
）、8日（

日
）

2
8日（

土
）～
5月
2
7日（

日
）

4日（
金・祝

）

1
2日（

土
）、1
3日（

日
）、2
0日（

日
）

1
3日（

日
）【
9月
9日（

日
）ま
で
5
回
開
催
】

1
9日（

土
）

2
6日（

土
）

2日（
土
）

4日（
月
）～
8日（

金
）

25日（
月
）、26日（

火
）、27日（

水
）、28日（

木
）

1日（
日
）

1日（
日
）

1日（
日
）、9日（

月
）、11日（

水
）、13日（

金
）、

1
7日（

火
）、1
9日（

木
）

1
5日（

日
）

1
6日（

月・祝
）

21日（
土
）、22日（

日
）、27日（

金
）、29日（

日
）

2
8日（

土
）

5日（
日
）

2
4日（

金
）、2
5日（

土
）

1
5日（

土
）

1
7日（

月・祝
）

2
6日（

水
）～
1
0月
9日（

火
） 

3
0日（

日
） 

6日（
土
）、7日（

日
）

第
1
2
回
か
み
ご
お
り
桜
ま
つ
り

さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク

上
郡
公
民
館
　
春
季
作
品
展

郷
土
資
料
館
春
季
企
画
展「
ち
ょっ
と
昔
に
タ
イ
ム
ス
リッ
プ
2～
明
治・大

正
の
くらし

～
」

第
1
0
回
圭
介
ま
つ
り

山
野
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

歴
史
大
学
校【
考
古
学
講
座
】「
お
城
の
考
古
学
」

赤
穂
郡
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

各
小
学
校
体
育
大
会

ほ
た
る
ウ
ォ
ー
ク

ト
ラ
イ
や
る・ウ

ィ
ー
ク

町
ぐ
る
み
健
診

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会

上
郡
町
読
書
講
演
会

町
ぐ
る
み
健
診

上
郡
町
俳
句
大
会

第
2
6
回
安
室
ダ
ム
ま
つ
り

郷
土
資
料
館
夏
の
歴
史
体
験
学
習「
勾
玉
づ
く
り
」「
ガ
ラ
ス
玉
スト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
」

第
4
0
回“
川
の
都
”か
み
ご
お
り
川
ま
つ
り

県
民
芸
術
劇
場

郷
土
資
料
館
夏
の
歴
史
体
験
学
習「
銅
鏡
づ
く
り
」

上
郡
中
学
校
体
育
大
会

敬
老
会

小・中
学
生
科
学
作
品
展

小・中
学
生
科
学
作
品
展
　
表
彰
式

高
田
公
民
館
　
文
化
祭

上
郡
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
山
の
里
周
辺・か

み
ご
お
り
さ
く
ら
園

上
郡
駅
～
か
み
ご
お
り
さ
く
ら
園（
上
郡
駅
集
合
）

上
郡
公
民
館

郷
土
資
料
館

石
戸
公
民
館
広
場・い

き
い
き
交
流
ふ
る
さ
と
館

山
野
里
公
民
館
、山
野
里
小
学
校
運
動
場

郷
土
資
料
館

役
場
第
２
庁
舎
　
大
会
議
室

各
小
学
校

梨
ヶ
原
川
、栗
原
周
辺

町
内
事
業
所

保
健
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

安
室
ダ
ム
周
辺

郷
土
資
料
館

千
種
川
左
岸
親
水
広
場

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

上
郡
中
学
校

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
　
中
ホ
ー
ル

つ
ば
き
会
館
実
習
室
６

高
田
公
民
館

山
野
里
公
民
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
内
）

上
郡
公
民
館

郷
土
資
料
館

赤
松
公
民
館

山
野
里
公
民
館

郷
土
資
料
館

教
育
総
務
課

各
小
学
校

船
坂
公
民
館

上
郡
中
学
校

保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
）

保
健
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

船
坂
公
民
館

郷
土
資
料
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

上
郡
中
学
校

健
康
福
祉
課

各
小・中

学
校

各
小・中

学
校

高
田
公
民
館

○○○○○○

7日（
日
）

8日（
月・祝

）

2
0日（

土
）～
1
2月
9日（

日
）

2
7日（

土
）～
1
1月
4日（

日
）

2日（
金
）～
4日（

日
）

3日（
土・祝

）

1
7日（

土
）、1
8日（

日
）

1
8日（

日
）

1
8日（

日
）

2
3日（

金・祝
）

2
4日（

土
）、2
5日（

日
）

1日（
土
）、2日（

日
）

8日（
土
）

9日（
日
）

1
2日（

水
）～
1
8日（

火
）

中
旬
～
1月
上
旬

2
3日（

日・祝
）、2
4日（

月・祝
）

1日（
火・祝

）

1
3日（

日
）

1
7日（

木
）

下
旬

3日（
日
）

1
6日（

土
）

1
6日（

土
）～
3月
1
0日（

日
）

1
0日（

日
）

2
3日（

土
）、2
4日（

日
）

3
1日（

日
）

※
日
程
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。） 町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow

n.kam
igori.hyogo.jp/

鞍
居
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

町
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

郷
土
資
料
館
秋
季
特
別
展「
世
を
開
く
道
し
る
べ
と
なら
ん
～
明
治
を
創
っ
た
男・大

鳥
圭
介
～
」

上
郡
町
文
化
祭
　
美
術
展

上
郡
町
文
化
祭
　
盆
栽
展
、生
花
展
、お
茶
会

上
郡
町
文
化
祭
　
文
化
協
会
発
表
会

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
く
ら
い
　

梨
ヶ
原
公
民
館
ま
つ
り

上
郡
町
文
化
祭
　
洋
楽・器

楽
の
集
い

第
2
5
回
白
旗
城
ま
つ
り

赤
松
の
里
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ

船
坂
公
民
館
文
化
祭
作
品
展・ふ

る
さ
と
ま
つ
り（
2
5日
）

赤
松
公
民
館
　
作
品
展

西
播
磨
人
権
の
つ
ど
い

元
気
ひ
ょ
う
ご！！早

ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
権
作
品
展
示

駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
1
8

郷
土
資
料
館
冬
の
歴
史
体
験
学
習「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

元
旦
登
山
　
※
高
田
は
ハ
イ
キ
ン
グ

成
人
の
つ
ど
い

高
齢
者
大
学
千
種
川
学
園
　
体
験
入
園
日

文
化
協
会
　
公
開
見
学
会

上
郡
町
冬
の
短
歌
大
会

高
齢
者
大
学
千
種
川
学
園
　
体
験
入
園
日

郷
土
資
料
館
冬
季
企
画
展「
上
郡
の
ア
ル
バ
ム
４
～
明
治・大

正
の
風
景
～
」

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

郷
土
資
料
館
春
の
歴
史
体
験
学
習「（

予
定
）ガ
ラ
ス
玉
ブ
レ
ス
レ
ット
づ
く
り
」

第
6
回
上
郡
地
区
フ
ェ
ス
タ
さ
く
ら

鞍
居
ふ
る
さ
と
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

つ
ば
き
会
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
居
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

赤
松
自
治
会
 広
場
な
ど

赤
松
地
区（
上
郡
駅
集
合
）

旧
船
坂
小
学
校
体
育
館・グ

ラ
ウ
ン
ド

赤
松
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

上
郡
駅
周
辺

郷
土
資
料
館

上
郡
、高
田
、船
坂
、梨
ヶ
原

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー・つ

ば
き
会
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

鞍
居
川
河
口（
桜
ト
ン
ネ
ル
）

鞍
居
ふ
る
さ
と
館（
月・水・金

午
前
中
）

教
育
総
務
課

郷
土
資
料
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

鞍
居
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

赤
松
公
民
館

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

船
坂
公
民
館

赤
松
公
民
館

総
務
課

教
育
総
務
課

教
育
推
進
課

観
光
協
会（
産
業
振
興
課
）

郷
土
資
料
館

各
公
民
館

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

郷
土
資
料
館

教
育
総
務
課

郷
土
資
料
館

上
郡
公
民
館

○○○○○

456789123 10101112

教
育
総
務
課

教
育
推
進
課

生涯学習支援センター（図書館）
郷
土
資
料
館

上
郡
公
民
館

山
野
里
公
民
館

☎
５２
-１１１４

☎
５２
-２１８８

☎
５２
-１１１６

☎
５４
-００１７

☎
５２
-２５５０

☎
５４
-０６３６

☎
５２
-４６０５

☎
５５
-１０６０

☎
５５
-１０７５

☎
５２
-１１１１

☎
５２
-２９１１

☎
５２
-２９１２

☎
５２
-１１２５

☎
５２
-３７３７

☎
５２
-４４１１

☎
５２
-４５９９

高
田
公
民
館

鞍
居
公
民
館

赤
松
公
民
館

船
坂
公
民
館

梨
ヶ
原
公
民
館

総
務

課

健
康
福
祉
課

保
健
セ
ン
タ
ー

産
業
振
興
課
・
観
光
協
会

鞍
居
ふ
る
さ
と
館

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

参
加
者
の
み

ラ
ジ
オ
体
操

参
加
者
の
み
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高齢者肺炎球菌予防接種実施医療機関

問 保健センター　☎52-2188

大岩診療所

岡田整形外科

河原クリニック

黒田内科クリニック

高嶺診療所

半田産婦人科医院

三浦医院

和順堂　苔縄医院

上郡町

相生市

赤穂市

☎52-5000

☎52-5600

☎57-2167

☎52-0235

☎52-6369

☎52-1000

☎52-0045

☎52-5611

IHI播磨病院

相生市民病院

魚橋病院

尾崎内科クリニック

きょう整形外科

栗尾整形外科

中林内科医院

☎22-0380

☎22-7126

☎28-1395

☎24-7070

☎22-7000

☎23-6666

☎23-5003

赤穂市民病院

赤穂市民病院　福浦診療所

赤穂市民病院　高雄診療所

赤穂市民病院　有年診療所

赤穂中央病院

赤穂はくほう会病院

イオン診療所

赤穂記念病院

赤穂記念病院　加里屋診療所

梶原外科

きむクリニック

☎43-3222

☎43-0400

☎48-0995

☎49-3703

☎45-1111

☎45-1111

☎46-4666

☎43-2715

☎43-2717

☎42-9934

☎45-7355

高齢者肺炎球菌感染症予防接種費用の
一部助成は 平成31年３月31日まで！！

注 意 事 項 平成30年度の助成対象者は、平成31年3月31日までに接種してください。
4月1日以降に接種した場合は全額自己負担になります。
肺炎球菌ワクチンを受けたことがある人は助成対象外です。
効果や副反応などを理解し、本人の意思で接種してください。

上郡町・相生市・赤穂市の医療機関で接種を希望する人
予防接種実施医療機関は下記のとおりです。医療機関によっては、事前に予約が
必要です。
下記以外の医療機関で接種を希望する人

接種前に必ず保健センターで事前手続きをしてください。
手続きをせずに、受けた場合は全額自己負担になります。
また、希望される医療機関によっては、全額自己負担になる場合もあります。

接 種 回 数 １回（生涯にわたり）

対 象 者 ●平成30年度に右の表の年齢になる人
●60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、
　呼吸器機能、ヒト免疫不全ウイルスによる
　障がいで身体障害者手帳１級または
　1級相当の障がいがある人

生年月日
昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
昭和8年4月2日～昭和9年4月1日
昭和3年4月2日～昭和4年4月1日
大正12年4月2日～大正13年4月1日
大正7年4月2日～大正8年4月1日

年齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

持 参 物 健康保険証など年齢・住所など確認できるもの
※身体障害者手帳(該当者は必ず持参)
※生活保護証明書(該当者は必ず持参)

自己負担金 2,600円（※生活保護受給者は保護証明書を提示すれば無料）

はぎの内科クリニック

半田クリニック

半田中央病院

坂尾クリニック

みどりクリニック

☎24-3333

☎22-0068

☎22-0656

☎22-8650

☎56-6330

くぼかわ医院

黒田医院

澤田医院

シオヤ外科胃腸科医院

杉口整形外科

せの内科クリニック

田淵医院

てんわかかりつけ医院

中村内科医院

福田産婦人科麻酔科

藤野内科クリニック

堀クリニック

正木医院

松本クリニック

三木内科

渡辺内科小児科医院

☎42-2140

☎43-5210

☎48-8149

☎43-4712

☎45-1451

☎56-5115

☎43-4114

☎43-7411

☎46-0012

☎43-5357

☎42-1077

☎43-6066

☎45-3555

☎42-0036

☎42-1771

☎42-3884

講
座
・
教
室
名

【
考
古
学
講
座
】

テ
ー
マ

お
城
の
考
古
学 郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
島
田
　
拓

1
0
時
～
1
2
時

筆
記
用
具
・
実
習
時
は

軍
手
・
長
靴
・タ
オ
ル

筆
記
用
具

明
治
を
創
っ
た
男・
大
鳥
圭
介

担
当
講
師

内
容

時
間

講
座
概
要

持
ち
物

【
大
鳥
圭
介
講
座
】

平
成
30
年
度
郷
土
資
料
館
歴
史
大
学
校
の
受
講
生
を
募
集
!

聞
い
て
 見
て
 さ
わ
っ
て
 上
郡
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う
!

活
動
時
間

活
動
場
所

対
象
者

会
費

備
考

上
郡
剣
道
連
盟

上
郡
柔
道
少
年
団

上
郡
町
少
林
寺

拳
法
協
会

空
手
道
拳
和
会

上
郡
少
女
バ
レ
ー

上
郡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ット

ボ
ー
ル
教
室

上
郡
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

上
郡
高
嶺
少
年

野
球
部

卓
球
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

上
郡
町
陸
上

競
技
教
室

水
泳
教
室

幼
稚
園
以
上

４
歳
～
小
学
生

小
学
生

小
学
生
以
上

女
子
小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生
以
上

年
齢
問
わ
ず

小
学
生

３
歳
以
上

つ
ば
き
会
館

講
堂

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

柔
道
場

道
場（
上
郡
町
大
持
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

柔
道
場（
第
2・
4土
曜
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

卓
球
場

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

B
&
G
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

山
野
里
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ンド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル

毎
週
水
・
金
曜
日
 

1
8
時
～
1
8
時
4
0
分

毎
週
土
曜
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分

毎
週
火
・
金
曜
日

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

1
9
時
～
2
0
時
3
0
分

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

毎
週
木
曜
日
 

1
8
時
～
2
0
時

毎
週
土
曜
日
 

9
時
～
1
2
時

毎
週
火
・
木
曜
日
 

1
8
時
～
2
0
時

毎
週
土
曜
日
 

9
時
3
0
分
～
1
2
時

（
全
体
練
習
）

毎
週
木
曜
日
 1
8時
～
20
時

（
強
化
練
習
）

毎
週
火
曜
日
 1
8時
～
20
時

毎
週
土
・日
曜
日

及
び
祝
日

9
時
～
1
7
時

毎
週
水
曜
日

1
9
時
～
2
2
時

毎
週
土
曜
日

2
0
時
～
2
2
時

奇
数
週
土
曜
日

1
7
時
3
0
分
～
1
9
時

偶
数
週
土
曜
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分

毎
週
火
～
土
曜
日

2
,0
0
0
円
／
年

1
,5
0
0
円
／
月

1
,5
0
0
円
／
月

5
0
0
円
／
月

1
,0
0
0
円
／
月

6
,0
0
0
円
／
年

2
,0
0
0
円
／
月

3
,0
0
0
円
／
月

無
料

無
料

75
0円
／
4ヶ
月

4,
00
0円

～
6,
00
0円
／
月

上
郡・
山
野
里・
髙
田

小
学
校
区
に

剣
道
少
年
団

入
会
金

1
,0
0
0
円

入
会
金

3
,0
0
0
円

年
度
会
費

7
,0
0
0
円

祝
日・
盆・
年
末
年
始
は

お
休
み

土
・日
曜
日
は

不
定
期
強
化
練
習

入
会
金
 

3
,0
0
0
円

入
会
金

4
,0
0
0
円

入
会
手
続
き
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
で

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
紹
介

問
教
育
総
務
課
 体
育
係
　
☎
52
-２
９１
１

申
問

郷
土
資
料
館
　
☎
52
-３
７３
７

郷
土
資
料
館
歴
史
大
学
校
で
は
従
来
の
座
学
ば
か
り
で
は
な
く
、参
加
・
体
験
型
の「
考
古
学
講
座
」や
、郷
土
の
偉
人
・

大
鳥
圭
介
の「
大
鳥
圭
介
講
座
」を
開
講
し
ま
す
。両
講
座
と
も
特
別
な
知
識
や
経
験
は
、全
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。一
か

ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

近
年
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
城
跡
に
つ

い
て
、
考
古
学
の
視
点
か
ら
歴
史
を
ひ
も

と
き
、全
時
代
を
通
じ
て
「
お
城
」を
概
説

し
ま
す
。

ま
た
実
習
と
し
て
、ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室

と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
赤
松
居

館
跡
の
発
掘
体
験
を
行
い
ま
す
。（
天
候
に

よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

今
か
ら
1
5
0
年
前
、江
戸
幕
府
は
終
焉
を

迎
え「
明
治
」と
い
う
近
代
社
会
に
突
入
し

ま
す
。突
然
に
広
大
な
世
界
へ
と
引
き
出
さ

れ
た
日
本
は
、
急
速
に
産
業
革
命
を
成
し

遂
げ
、そ
の
後
経
済
大
国
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、幕
末
・
明
治
期
に
起
き
た
大
き

な
社
会
変
革
と
、大
鳥
圭
介
が「
明
治
」の

世
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

定
　
　
員
各
講
座
3
0
人（
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
）　

料
　
　
金
1
,0
0
0
円（
5
回
×
2
0
0
円
・
資
料
代
な
ど
）

申
込
方
法
下
記
ま
で
電
話
申
込
か
、下
記
受
付
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

5
/1
3

（
日
）

6
/1
0

（
日
）

7
/8

（
日
）

8
/5

（
日
）

9
/9

（
日
）

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

1
0
/1
4

（
日
）

1
1
/1
1

（
日
）

1
2
/9

（
日
）

2
/1
0

（
日
）

3/
未
定

お
城
誕
生！

～
黎
明
期
の
お
城
～

中
世
の
城
跡
と
城
館
跡

実
習
・
赤
松
居
館
跡

発
掘
体
験

近
世
城
郭
の
考
古
学

現
在
に
残
る
お
城
・
修
了
式

出
獄
、そ
し
て
英
米
産
業

視
察
・
特
別
展
展
示
解
説

内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催

国
づ
く
り
は
人
づ
く
り

～
教
育
者
の
圭
介
～

世
を
開
く
道
し
る
べ
と
な
ら
ん

大
鳥
圭
介
生
誕
地

探
訪
・
修
了
式
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高齢者肺炎球菌予防接種実施医療機関

問 保健センター　☎52-2188

大岩診療所

岡田整形外科

河原クリニック

黒田内科クリニック

高嶺診療所

半田産婦人科医院

三浦医院

和順堂　苔縄医院

上郡町

相生市

赤穂市

☎52-5000

☎52-5600

☎57-2167

☎52-0235

☎52-6369

☎52-1000

☎52-0045

☎52-5611

IHI播磨病院

相生市民病院

魚橋病院

尾崎内科クリニック

きょう整形外科

栗尾整形外科

中林内科医院

☎22-0380

☎22-7126

☎28-1395

☎24-7070

☎22-7000

☎23-6666

☎23-5003

赤穂市民病院

赤穂市民病院　福浦診療所

赤穂市民病院　高雄診療所

赤穂市民病院　有年診療所

赤穂中央病院

赤穂はくほう会病院

イオン診療所

赤穂記念病院

赤穂記念病院　加里屋診療所

梶原外科

きむクリニック

☎43-3222

☎43-0400

☎48-0995

☎49-3703

☎45-1111

☎45-1111

☎46-4666

☎43-2715

☎43-2717

☎42-9934

☎45-7355

高齢者肺炎球菌感染症予防接種費用の
一部助成は 平成31年３月31日まで！！

注 意 事 項 平成30年度の助成対象者は、平成31年3月31日までに接種してください。
4月1日以降に接種した場合は全額自己負担になります。
肺炎球菌ワクチンを受けたことがある人は助成対象外です。
効果や副反応などを理解し、本人の意思で接種してください。

上郡町・相生市・赤穂市の医療機関で接種を希望する人
予防接種実施医療機関は下記のとおりです。医療機関によっては、事前に予約が
必要です。
下記以外の医療機関で接種を希望する人

接種前に必ず保健センターで事前手続きをしてください。
手続きをせずに、受けた場合は全額自己負担になります。
また、希望される医療機関によっては、全額自己負担になる場合もあります。

接 種 回 数 １回（生涯にわたり）

対 象 者 ●平成30年度に右の表の年齢になる人
●60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓、
　呼吸器機能、ヒト免疫不全ウイルスによる
　障がいで身体障害者手帳１級または
　1級相当の障がいがある人

生年月日
昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
昭和8年4月2日～昭和9年4月1日
昭和3年4月2日～昭和4年4月1日
大正12年4月2日～大正13年4月1日
大正7年4月2日～大正8年4月1日

年齢
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

持 参 物 健康保険証など年齢・住所など確認できるもの
※身体障害者手帳(該当者は必ず持参)
※生活保護証明書(該当者は必ず持参)

自己負担金 2,600円（※生活保護受給者は保護証明書を提示すれば無料）

はぎの内科クリニック

半田クリニック

半田中央病院

坂尾クリニック

みどりクリニック

☎24-3333

☎22-0068

☎22-0656

☎22-8650

☎56-6330

くぼかわ医院

黒田医院

澤田医院

シオヤ外科胃腸科医院

杉口整形外科

せの内科クリニック

田淵医院

てんわかかりつけ医院

中村内科医院

福田産婦人科麻酔科

藤野内科クリニック

堀クリニック

正木医院

松本クリニック

三木内科

渡辺内科小児科医院

☎42-2140

☎43-5210

☎48-8149

☎43-4712

☎45-1451

☎56-5115

☎43-4114

☎43-7411

☎46-0012

☎43-5357

☎42-1077

☎43-6066

☎45-3555

☎42-0036

☎42-1771

☎42-3884

講
座
・
教
室
名

【
考
古
学
講
座
】

テ
ー
マ

お
城
の
考
古
学 郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
島
田
　
拓

1
0
時
～
1
2
時

筆
記
用
具
・
実
習
時
は

軍
手
・
長
靴
・タ
オ
ル

筆
記
用
具

明
治
を
創
っ
た
男・
大
鳥
圭
介

担
当
講
師

内
容

時
間

講
座
概
要

持
ち
物

【
大
鳥
圭
介
講
座
】

平
成
30
年
度
郷
土
資
料
館
歴
史
大
学
校
の
受
講
生
を
募
集
!

聞
い
て
 見
て
 さ
わ
っ
て
 上
郡
町
の
歴
史
を
学
ぼ
う
!

活
動
時
間

活
動
場
所

対
象
者

会
費

備
考

上
郡
剣
道
連
盟

上
郡
柔
道
少
年
団

上
郡
町
少
林
寺

拳
法
協
会

空
手
道
拳
和
会

上
郡
少
女
バ
レ
ー

上
郡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ット

ボ
ー
ル
教
室

上
郡
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

上
郡
高
嶺
少
年

野
球
部

卓
球
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

上
郡
町
陸
上

競
技
教
室

水
泳
教
室

幼
稚
園
以
上

４
歳
～
小
学
生

小
学
生

小
学
生
以
上

女
子
小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生

小
学
生
以
上

年
齢
問
わ
ず

小
学
生

３
歳
以
上

つ
ば
き
会
館

講
堂

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

柔
道
場

道
場（
上
郡
町
大
持
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

柔
道
場（
第
2・
4土
曜
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

卓
球
場

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

B
&
G
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

山
野
里
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
グ
ラ
ウ
ンド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル

毎
週
水
・
金
曜
日
 

1
8
時
～
1
8
時
4
0
分

毎
週
土
曜
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分

毎
週
火
・
金
曜
日

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

1
9
時
～
2
0
時
3
0
分

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

1
8
時
3
0
分
～
2
1
時

毎
週
木
曜
日
 

1
8
時
～
2
0
時

毎
週
土
曜
日
 

9
時
～
1
2
時

毎
週
火
・
木
曜
日
 

1
8
時
～
2
0
時

毎
週
土
曜
日
 

9
時
3
0
分
～
1
2
時

（
全
体
練
習
）

毎
週
木
曜
日
 1
8時
～
20
時

（
強
化
練
習
）

毎
週
火
曜
日
 1
8時
～
20
時

毎
週
土
・日
曜
日

及
び
祝
日

9
時
～
1
7
時

毎
週
水
曜
日

1
9
時
～
2
2
時

毎
週
土
曜
日

2
0
時
～
2
2
時

奇
数
週
土
曜
日

1
7
時
3
0
分
～
1
9
時

偶
数
週
土
曜
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分

毎
週
火
～
土
曜
日

2
,0
0
0
円
／
年

1
,5
0
0
円
／
月

1
,5
0
0
円
／
月

5
0
0
円
／
月

1
,0
0
0
円
／
月

6
,0
0
0
円
／
年

2
,0
0
0
円
／
月

3
,0
0
0
円
／
月

無
料

無
料

75
0円
／
4ヶ
月

4,
00
0円

～
6,
00
0円
／
月

上
郡・
山
野
里・
髙
田

小
学
校
区
に

剣
道
少
年
団

入
会
金

1
,0
0
0
円

入
会
金

3
,0
0
0
円

年
度
会
費

7
,0
0
0
円

祝
日・
盆・
年
末
年
始
は

お
休
み

土
・日
曜
日
は

不
定
期
強
化
練
習

入
会
金
 

3
,0
0
0
円

入
会
金

4
,0
0
0
円

入
会
手
続
き
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
で

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
紹
介

問
教
育
総
務
課
 体
育
係
　
☎
52
-２
９１
１

申
問

郷
土
資
料
館
　
☎
52
-３
７３
７

郷
土
資
料
館
歴
史
大
学
校
で
は
従
来
の
座
学
ば
か
り
で
は
な
く
、参
加
・
体
験
型
の「
考
古
学
講
座
」や
、郷
土
の
偉
人
・

大
鳥
圭
介
の「
大
鳥
圭
介
講
座
」を
開
講
し
ま
す
。両
講
座
と
も
特
別
な
知
識
や
経
験
は
、全
く
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。一
か

ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

近
年
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る
城
跡
に
つ

い
て
、
考
古
学
の
視
点
か
ら
歴
史
を
ひ
も

と
き
、全
時
代
を
通
じ
て
「
お
城
」を
概
説

し
ま
す
。

ま
た
実
習
と
し
て
、ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室

と
共
同
で
調
査
を
実
施
し
て
い
る
赤
松
居

館
跡
の
発
掘
体
験
を
行
い
ま
す
。（
天
候
に

よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

今
か
ら
1
5
0
年
前
、江
戸
幕
府
は
終
焉
を

迎
え「
明
治
」と
い
う
近
代
社
会
に
突
入
し

ま
す
。突
然
に
広
大
な
世
界
へ
と
引
き
出
さ

れ
た
日
本
は
、
急
速
に
産
業
革
命
を
成
し

遂
げ
、そ
の
後
経
済
大
国
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、幕
末
・
明
治
期
に
起
き
た
大
き

な
社
会
変
革
と
、大
鳥
圭
介
が「
明
治
」の

世
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

定
　
　
員
各
講
座
3
0
人（
定
員
に
な
り
次
第
、締
切
）　

料
　
　
金
1
,0
0
0
円（
5
回
×
2
0
0
円
・
資
料
代
な
ど
）

申
込
方
法
下
記
ま
で
電
話
申
込
か
、下
記
受
付
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

5
/1
3

（
日
）

6
/1
0

（
日
）

7
/8

（
日
）

8
/5

（
日
）

9
/9

（
日
）

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

1
0
/1
4

（
日
）

1
1
/1
1

（
日
）

1
2
/9

（
日
）

2
/1
0

（
日
）

3/
未
定

お
城
誕
生！

～
黎
明
期
の
お
城
～

中
世
の
城
跡
と
城
館
跡

実
習
・
赤
松
居
館
跡

発
掘
体
験

近
世
城
郭
の
考
古
学

現
在
に
残
る
お
城
・
修
了
式

出
獄
、そ
し
て
英
米
産
業

視
察
・
特
別
展
展
示
解
説

内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催

国
づ
く
り
は
人
づ
く
り

～
教
育
者
の
圭
介
～

世
を
開
く
道
し
る
べ
と
な
ら
ん

大
鳥
圭
介
生
誕
地

探
訪
・
修
了
式

6
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着

発

保険料
計算方法

国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２

内容に関すること 国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２

問

税額に関すること 税務課 町民税係　　　　　　☎５２-１１１３問

年間保険料額＝均等割額+所得割額

保険料率 均等割額 所得割率

医療給付費の増加などで保険料の大幅な上昇を防ぐために、給付費準備基金９６億円を取り崩して繰り入れまし
た。それにより、平成２８・29年度の保険料率から均等割額の上昇幅が５58円に抑えられます。

平成30年度国民健康保険税率などの改正

後期高齢者医療制度 平成３０・31年度

（上限６２万円） （48,855円）
{（総所得金額－33万円）×10.17％｝

４８,８５５円 １０．１７％

均等割 25,000円 25,500円 8,000円 9,300円 9,800円 9,300円

平等割 18,000円 18,500円 7,000円 7,000円 5,500円 5,500円

資産割 5.00% - - - - -
所得割

区分

6.70% 6.95% 2.50% 2.65% 2.50% 2.50%

平成29年度 平成30年度
（改正後） 平成29年度 平成30年度

（改正後） 平成29年度 平成30年度
（改正後）

医　療 後　期 介　護

播磨科学公園都市圏域定住自立圏圏域バス

「てくてくバス」
ダイヤ改正のお知らせ

■運行日／月～土曜日　■運賃／１乗車200円

上郡駅⇒播磨科学公園都市⇒播磨新宮駅 播磨新宮駅⇒播磨科学公園都市⇒上郡駅
バス停 ダイヤ バス停 ダイヤ

上郡駅
栄町
上郡橋
出雲大社前
段町
中央公民館前
尾長谷
小山
小山東口
鯉ヶ谷
鞍居診療所前
野桑
中村口
鞍居
稗田
野尻
戸谷宮前
金出地
テクノ中央
芝生広場

芝生広場
角亀
伊加立
西栗栖駅
栗町
千本
千本駅
福栖
東栗栖小学校
平野
ふれあいしんぐう
播磨新宮駅

9:20
9:21
9:22
9:23
9:23
9:24
9:25
9:26
9:27
9:28
9:28
9:29
9:30
9:30
9:31
9:32
9:33
9:34
9:39
9:40
9:44
※
11:05
11:09
11:13
11:15
11:17
11:21
11:23
11:24
11:27
11:29
11:30
11:32
11:34

12:45
12:46
12:47
12:48
12:48
12:49
12:50
12:51
12:52
12:53
12:53
12:54
12:55
12:55
12:56
12:57
12:58
12:59
13:04
13:05
13:09
※
13:45
13:49
13:53
13:55
13:57
14:01
14:03
14:04
14:07
14:09
14:10
14:12
14:14

播磨新宮駅
ふれあいしんぐう
平野
東栗栖小学校
福栖
千本駅
千本
栗町
西栗栖駅
伊加立
角亀
芝生広場

芝生広場
テクノ中央
金出地
戸谷宮前
野尻
稗田
鞍居
中村口
野桑
鞍居診療所前
鯉ヶ谷
小山東口
小山
尾長谷
中央公民館前
段町
出雲大社前
上郡橋
栄町
上郡駅

8:10
8:12
8:14
8:15
8:17
8:20
8:21
8:23
8:27
8:29
8:31
8:35
8:39
↓
8:40
8:44
8:45
8:49
8:50
8:51
8:52
8:53
8:53
8:54
8:55
8:55
8:56
8:57
8:58
8:59
9:00
9:00
9:01
9:02
9:04

11:43
11:45
11:47
11:48
11:50
11:53
11:54
11:56
12:00
12:02
12:04
12:08
12:12
↓
12:13
12:17
12:18
12:22
12:23
12:24
12:25
12:26
12:26
12:27
12:28
12:28
12:29
12:30
12:31
12:32
12:33
12:33
12:34
12:35
12:37

14:40
14:42
14:44
14:45
14:47
14:50
14:51
14:53
14:57
14:59
15:01
15:05
15:09
※
15:55
15:59
16:00
16:04
16:05
16:06
16:07
16:08
16:08
16:09
16:10
16:10
16:11
16:12
16:13
16:14
16:15
16:15
16:16
16:17
16:19

播磨科学公園都市を経由し、上郡とたつの市を結ぶ圏域バス「てくてく
バス」が、4月2日（月）からダイヤを改正しました。
運行日、運賃に変更はありません。

県立西播磨総合
リハビリテーションセンター

県立西播磨総合
リハビリテーションセンター

※一部の便は西播磨総合リハビリセンターに到着後、一旦降車する必要があります。西播磨総合センターから次発の便に乗車する
場合は、当該便に限り利用できる「乗り継ぎ券」を渡します。乗車時に提示してください。

着

発

企画政策課 地域創生担当　☎52-1112問

■新しい時刻表

広告広告

町が単独で運営していましたが、平成30年度から県と町が共同で運営していくことに
なりました。財政運営の責任主体が町から県に変わります。

県が決定した国保事業費納付金および標準保険料率などを参考に保険税率を決定しました。
なお、今までの賦課の方法４方式（所得割、資産割、均等割、平等割）から３方式（所得割、均等割、平等割）に変更
になりました。平成30年度以降は、県から示される納付金や標準保険料率をもとに、保険税率を毎年見直します。

国民健康保険制度運営方法の変更

平成30年度保険税率

【平成30年度国民健康保険税】

広報 かみごおり 4月号 21 広報 かみごおり 4月号 20

暮らしの案内 暮らしの案内
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着

発

保険料
計算方法

国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２

内容に関すること 国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２

問

税額に関すること 税務課 町民税係　　　　　　☎５２-１１１３問

年間保険料額＝均等割額+所得割額

保険料率 均等割額 所得割率

医療給付費の増加などで保険料の大幅な上昇を防ぐために、給付費準備基金９６億円を取り崩して繰り入れまし
た。それにより、平成２８・29年度の保険料率から均等割額の上昇幅が５58円に抑えられます。

平成30年度国民健康保険税率などの改正

後期高齢者医療制度 平成３０・31年度

（上限６２万円） （48,855円）
{（総所得金額－33万円）×10.17％｝

４８,８５５円 １０．１７％

均等割 25,000円 25,500円 8,000円 9,300円 9,800円 9,300円

平等割 18,000円 18,500円 7,000円 7,000円 5,500円 5,500円

資産割 5.00% - - - - -
所得割

区分

6.70% 6.95% 2.50% 2.65% 2.50% 2.50%

平成29年度 平成30年度
（改正後） 平成29年度 平成30年度

（改正後） 平成29年度 平成30年度
（改正後）

医　療 後　期 介　護

播磨科学公園都市圏域定住自立圏圏域バス

「てくてくバス」
ダイヤ改正のお知らせ

■運行日／月～土曜日　■運賃／１乗車200円

上郡駅⇒播磨科学公園都市⇒播磨新宮駅 播磨新宮駅⇒播磨科学公園都市⇒上郡駅
バス停 ダイヤ バス停 ダイヤ

上郡駅
栄町
上郡橋
出雲大社前
段町
中央公民館前
尾長谷
小山
小山東口
鯉ヶ谷
鞍居診療所前
野桑
中村口
鞍居
稗田
野尻
戸谷宮前
金出地
テクノ中央
芝生広場

芝生広場
角亀
伊加立
西栗栖駅
栗町
千本
千本駅
福栖
東栗栖小学校
平野
ふれあいしんぐう
播磨新宮駅

9:20
9:21
9:22
9:23
9:23
9:24
9:25
9:26
9:27
9:28
9:28
9:29
9:30
9:30
9:31
9:32
9:33
9:34
9:39
9:40
9:44
※
11:05
11:09
11:13
11:15
11:17
11:21
11:23
11:24
11:27
11:29
11:30
11:32
11:34

12:45
12:46
12:47
12:48
12:48
12:49
12:50
12:51
12:52
12:53
12:53
12:54
12:55
12:55
12:56
12:57
12:58
12:59
13:04
13:05
13:09
※
13:45
13:49
13:53
13:55
13:57
14:01
14:03
14:04
14:07
14:09
14:10
14:12
14:14

播磨新宮駅
ふれあいしんぐう
平野
東栗栖小学校
福栖
千本駅
千本
栗町
西栗栖駅
伊加立
角亀
芝生広場

芝生広場
テクノ中央
金出地
戸谷宮前
野尻
稗田
鞍居
中村口
野桑
鞍居診療所前
鯉ヶ谷
小山東口
小山
尾長谷
中央公民館前
段町
出雲大社前
上郡橋
栄町
上郡駅

8:10
8:12
8:14
8:15
8:17
8:20
8:21
8:23
8:27
8:29
8:31
8:35
8:39
↓
8:40
8:44
8:45
8:49
8:50
8:51
8:52
8:53
8:53
8:54
8:55
8:55
8:56
8:57
8:58
8:59
9:00
9:00
9:01
9:02
9:04

11:43
11:45
11:47
11:48
11:50
11:53
11:54
11:56
12:00
12:02
12:04
12:08
12:12
↓
12:13
12:17
12:18
12:22
12:23
12:24
12:25
12:26
12:26
12:27
12:28
12:28
12:29
12:30
12:31
12:32
12:33
12:33
12:34
12:35
12:37

14:40
14:42
14:44
14:45
14:47
14:50
14:51
14:53
14:57
14:59
15:01
15:05
15:09
※
15:55
15:59
16:00
16:04
16:05
16:06
16:07
16:08
16:08
16:09
16:10
16:10
16:11
16:12
16:13
16:14
16:15
16:15
16:16
16:17
16:19

播磨科学公園都市を経由し、上郡とたつの市を結ぶ圏域バス「てくてく
バス」が、4月2日（月）からダイヤを改正しました。
運行日、運賃に変更はありません。

県立西播磨総合
リハビリテーションセンター

県立西播磨総合
リハビリテーションセンター

※一部の便は西播磨総合リハビリセンターに到着後、一旦降車する必要があります。西播磨総合センターから次発の便に乗車する
場合は、当該便に限り利用できる「乗り継ぎ券」を渡します。乗車時に提示してください。

着

発

企画政策課 地域創生担当　☎52-1112問

■新しい時刻表

広告広告

町が単独で運営していましたが、平成30年度から県と町が共同で運営していくことに
なりました。財政運営の責任主体が町から県に変わります。

県が決定した国保事業費納付金および標準保険料率などを参考に保険税率を決定しました。
なお、今までの賦課の方法４方式（所得割、資産割、均等割、平等割）から３方式（所得割、均等割、平等割）に変更
になりました。平成30年度以降は、県から示される納付金や標準保険料率をもとに、保険税率を毎年見直します。

国民健康保険制度運営方法の変更

平成30年度保険税率

【平成30年度国民健康保険税】

広報 かみごおり 4月号 21 広報 かみごおり 4月号 20
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建設課 まちづくり係　☎５２-１１１７申問

受付期間 受付中（予定戸数に限り有り。早めに申請してください。）対象 昭和56年5月以前に建てた町内住宅の所有者

受 付 期 間 受付中～６月29日（金）

補助対象要件 ❶町の実施している簡易耐震診断を受診していること。 
❷昭和56年5月31日以前に着工された住宅
   （店舗などの用途部分の床面積が延べ床面積の2分の1未満のものも含む。）を町内に所有していること。
❸年度内にすべての事業が完了する見込みであること。　❹町税などを滞納していないこと。

注　　　　意 補助金交付決定を受ける前に工事に着手した場合は、補助の対象になりません。
その他要件もありますので、詳しくは下記まで問い合わせてください。

簡易耐震診断で安全ではないと判断されている住宅に限り、町内住宅の所有者が行う耐震改修工事
などに補助金を交付します。

安全性の向上のための工事計画策定や工事費の補助
（※柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強、屋根の軽量化、火打ち梁や構造用合
板による床面の補強）

簡易改修工事費補助

住宅の屋根全体を非常に重い屋根（土葺瓦屋根）から重い屋根(桟瓦葺等)または
軽い屋根（スレート板、鉄板葺など）に軽量化する工事費及び附帯工事費を補助屋根軽量化工事費補助

住宅が倒壊しても、安全な空間を確保する防災ベッドその他の装置費を補助防災ベッド設置費補助

安全性が低い住宅を除却し、同一敷地内に新たに建築する工事の費用を補助建替工事費補助

住宅が倒壊しても、居室内の安全性が確保できるとして認めた工法の工事費及
び附帯工事費を補助シェルター型工事費補助

安全性の確保のための工事費を補助
（※柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強、屋根の軽量化、火打ち梁や構造用合
板による床面の補強、補強を行う室の内装工事（設備、家具などは除く））

住宅耐震改修工事費補助

工事内容などの計画を策定する費用を補助住宅耐震改修計画策定費補助

内容補助名

※定員になり次第受付終了

住宅耐震化のための改修工事費などを補助

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するために、町内住宅の耐震性向上のため専門診断員を
派遣し、簡易耐震診断を無料で行います。詳しくは下記まで問い合わせてください。

家の簡易耐震診断手数料 無料

住民課 消防防災係　☎５２-１１１５問

産業振興課 商工観光係　☎５２-１１１６問

Ｊアラートテスト放送の日程

日　　　時

５月16日（水）

８月29日（水）

11月21日（水）

２月20日（水）

11時

11時

11時

11時

10時

10時

７月５日（木）

11月１日（木）

山陽本線下り　岡山・鳥取方面

３月に全戸配布した上郡駅時刻表の一部に誤りがありましたので下記のとおり訂正します。

Jアラート（全国瞬時警報システム）は、緊急地震速報や弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕のない
事態に関する緊急情報を、国から直接住民に伝達するシステムです。
このシステムを利用した情報伝達訓練が、下記の日程で全国一斉に実施され、町内でも屋外拡声器などか
らテスト放送が流れますので、協力をよろしくお願いします。
なお、緊急地震速報訓練の日程も下記に掲載しています。

全国一斉方法伝達訓練
（Jアラートテスト放送）の実施

上郡駅時刻表の訂正について

緊急地震速報訓練の日程

日　　　時

訂正箇所

発着時刻13時43分 　行先：岡山誤 発着時刻13時44分 　行先：岡山正

広告広告

広報 かみごおり 4月号 23 広報 かみごおり 4月号 22
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建設課 まちづくり係　☎５２-１１１７申問

受付期間 受付中（予定戸数に限り有り。早めに申請してください。）対象 昭和56年5月以前に建てた町内住宅の所有者

受 付 期 間 受付中～６月29日（金）

補助対象要件 ❶町の実施している簡易耐震診断を受診していること。 
❷昭和56年5月31日以前に着工された住宅
   （店舗などの用途部分の床面積が延べ床面積の2分の1未満のものも含む。）を町内に所有していること。
❸年度内にすべての事業が完了する見込みであること。　❹町税などを滞納していないこと。

注　　　　意 補助金交付決定を受ける前に工事に着手した場合は、補助の対象になりません。
その他要件もありますので、詳しくは下記まで問い合わせてください。

簡易耐震診断で安全ではないと判断されている住宅に限り、町内住宅の所有者が行う耐震改修工事
などに補助金を交付します。

安全性の向上のための工事計画策定や工事費の補助
（※柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強、屋根の軽量化、火打ち梁や構造用合
板による床面の補強）

簡易改修工事費補助

住宅の屋根全体を非常に重い屋根（土葺瓦屋根）から重い屋根(桟瓦葺等)または
軽い屋根（スレート板、鉄板葺など）に軽量化する工事費及び附帯工事費を補助屋根軽量化工事費補助

住宅が倒壊しても、安全な空間を確保する防災ベッドその他の装置費を補助防災ベッド設置費補助

安全性が低い住宅を除却し、同一敷地内に新たに建築する工事の費用を補助建替工事費補助

住宅が倒壊しても、居室内の安全性が確保できるとして認めた工法の工事費及
び附帯工事費を補助シェルター型工事費補助

安全性の確保のための工事費を補助
（※柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強、屋根の軽量化、火打ち梁や構造用合
板による床面の補強、補強を行う室の内装工事（設備、家具などは除く））

住宅耐震改修工事費補助

工事内容などの計画を策定する費用を補助住宅耐震改修計画策定費補助

内容補助名

※定員になり次第受付終了

住宅耐震化のための改修工事費などを補助

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するために、町内住宅の耐震性向上のため専門診断員を
派遣し、簡易耐震診断を無料で行います。詳しくは下記まで問い合わせてください。

家の簡易耐震診断手数料 無料

住民課 消防防災係　☎５２-１１１５問

産業振興課 商工観光係　☎５２-１１１６問

Ｊアラートテスト放送の日程

日　　　時

５月16日（水）

８月29日（水）

11月21日（水）

２月20日（水）

11時

11時

11時

11時

10時

10時

７月５日（木）

11月１日（木）

山陽本線下り　岡山・鳥取方面

３月に全戸配布した上郡駅時刻表の一部に誤りがありましたので下記のとおり訂正します。

Jアラート（全国瞬時警報システム）は、緊急地震速報や弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕のない
事態に関する緊急情報を、国から直接住民に伝達するシステムです。
このシステムを利用した情報伝達訓練が、下記の日程で全国一斉に実施され、町内でも屋外拡声器などか
らテスト放送が流れますので、協力をよろしくお願いします。
なお、緊急地震速報訓練の日程も下記に掲載しています。

全国一斉方法伝達訓練
（Jアラートテスト放送）の実施

上郡駅時刻表の訂正について

緊急地震速報訓練の日程

日　　　時

訂正箇所

発着時刻13時43分 　行先：岡山誤 発着時刻13時44分 　行先：岡山正

広告広告

広報 かみごおり 4月号 23 広報 かみごおり 4月号 22
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問 かみごおり移住・定住サポートセンター（企画政策課内）　☎52-１１１２

居住するための
住宅土地を探している

情報提供 利用希望者

空き家バンクを活用しよう

（一社）宅建協会西播磨支部

取扱業者

空き家は財産です。空き家を活かすために空き家登録の募集
を受け付けています。
先祖から受け継いだ大切な家を無駄にしないようにお手伝い
します。
詳しくは下記まで問い合わせてください。

空き家情報
登録制度

空き家
バンク

問合せ・登録

仲
介
を
依
頼

取
扱
業
者
を
選
定

取
扱
業
者
を
依
頼

空き家などに関する
詳細情報の問合せ

売買・賃貸借の交渉・契約

売買
賃貸借の交渉

契約

問合せ・登録空き家などを
売りたい・貸したい
物件所有者 情報提供

産業振興課商工観光係　☎５２-１１１６申問

募集期限 ５月7日（月）まで

補助金額 ヒアリング審査を行い、補助金額（上限20万円）を決定します。

対象事業 平成31年３月31日（日）までに実施する地域おこしイベント事業など

対象団体 町内に主な活動基盤があり、５人以上で構成する団体またはＮＰＯ法人

皆さんが自主的・自発的に行い、町内外の住民交流を促進し、
賑わいの創出や相互理解を深めるイベントなどの活動を支援します。

地域おこしイベント事業を募集地域おこしイベント事業を募集

※対象にならない場合があるため、詳しくは右記まで問い合わせてください。

国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２問

申請方法 申請ハガキが届いたら日本年金機構へ提出してください。

将来、年金を受け取れなくなることや、不慮の事故で障がいが残り、
障害基礎年金を受けることができなくなることを防ぐため、保険料が
猶予される制度です。

※申請ハガキが届いていない人は下記に相談してください。

必要書類 年金手帳（基礎年金番号がわかる書類）/印鑑/学生証写しまたは在学証明書
※過去に申請忘れなどがある場合相談してください。

学生納付特例を知ってますか？

皆さんが入院した時には、食事代の一部を自己負担します。所得区分が一般
の人は、平成28年４月から「１食３６０円」でしたが、平成30年４月から「１食４６０
円」になります。
なお、その他の区分は変更ありません。

入院時の食事代（自己負担額）が変更
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問 かみごおり移住・定住サポートセンター（企画政策課内）　☎52-１１１２

居住するための
住宅土地を探している

情報提供 利用希望者

空き家バンクを活用しよう

（一社）宅建協会西播磨支部

取扱業者

空き家は財産です。空き家を活かすために空き家登録の募集
を受け付けています。
先祖から受け継いだ大切な家を無駄にしないようにお手伝い
します。
詳しくは下記まで問い合わせてください。

空き家情報
登録制度

空き家
バンク

問合せ・登録

仲
介
を
依
頼

取
扱
業
者
を
選
定

取
扱
業
者
を
依
頼

空き家などに関する
詳細情報の問合せ

売買・賃貸借の交渉・契約

売買
賃貸借の交渉

契約

問合せ・登録空き家などを
売りたい・貸したい
物件所有者 情報提供

産業振興課商工観光係　☎５２-１１１６申問

募集期限 ５月7日（月）まで

補助金額 ヒアリング審査を行い、補助金額（上限20万円）を決定します。

対象事業 平成31年３月31日（日）までに実施する地域おこしイベント事業など

対象団体 町内に主な活動基盤があり、５人以上で構成する団体またはＮＰＯ法人

皆さんが自主的・自発的に行い、町内外の住民交流を促進し、
賑わいの創出や相互理解を深めるイベントなどの活動を支援します。

地域おこしイベント事業を募集地域おこしイベント事業を募集

※対象にならない場合があるため、詳しくは右記まで問い合わせてください。

国保介護支援室 国保年金係　☎５２-１１５２問

申請方法 申請ハガキが届いたら日本年金機構へ提出してください。

将来、年金を受け取れなくなることや、不慮の事故で障がいが残り、
障害基礎年金を受けることができなくなることを防ぐため、保険料が
猶予される制度です。

※申請ハガキが届いていない人は下記に相談してください。

必要書類 年金手帳（基礎年金番号がわかる書類）/印鑑/学生証写しまたは在学証明書
※過去に申請忘れなどがある場合相談してください。

学生納付特例を知ってますか？

皆さんが入院した時には、食事代の一部を自己負担します。所得区分が一般
の人は、平成28年４月から「１食３６０円」でしたが、平成30年４月から「１食４６０
円」になります。
なお、その他の区分は変更ありません。

入院時の食事代（自己負担額）が変更
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円心ウォーク百万歩運動円心ウォーク百万歩運動
オプトピアGW特別上映～光都映画祭～開催オプトピアGW特別上映～光都映画祭～開催

モロげんきくん健康ポイント事業の
制度が変わります
モロげんきくん健康ポイント事業の
制度が変わります

問 保健センター　☎52-２１８８

問 光都プラザ・オプトピア　☎５８-１１５５

問 光都プラザテナント会　
mail：koutoplaza＠ｃlock.ocn.ne.jp
フェイスブック https://www.facebook.com/koutoplaza

問 保健センター　☎52-２１８８

野村トシ子
横山　重信
忠政　　守

堀　　賢三
山本　幹男
中岡　宏子

坂本　幸秀
田渕日出子
梅川　泰子

梅谷　正克
山本　律子

森園　正彦
松川　　勇

一千万歩達成者12人

健康でいきいきした毎日を送るために、皆さんぜひ参加してください。
10月～3月末までの達成者紹介（氏名公表承諾者のみ掲載）

下記とおり変更になりました。

※新しい手帳を公民館で発行した場合は、商品券引換券をもらう時に必ず提示してください。

手帳発行数について 年度中の手帳発行部数３枚まで ⇒ 制限なし
商品券交換数について 年度中の交換数２枚まで ⇒ ３枚まで

実  施  中

百万歩達成者10人

“朝ごはん”を食べて１日のスタートを！！
朝ごはんのパワーを見直そう！朝ごはんは空腹を満たすだけじゃない！
“朝ごはん”を食べて１日のスタートを！！
朝ごはんのパワーを見直そう！朝ごはんは空腹を満たすだけじゃない！

３回の規則的な食事には１日のリズムを
守る効果があります。朝ごはんを食べる
ことで体が目を覚まし、動きやすくなり元
気に１日を過ごすことができます。

播磨科学公園都市の賑わいづくりのために、映画祭を開催します。

４月２８日（土）～５月６日（日）　10時～16時30分まで
※３０日（月）休館

日　　時

５月３日（木）　10時～16時まで日　　時

播磨科学公園都市　光都プラザ場　　所

古着、おもちゃ、手作り品、雑貨、食器などの
フリーマーケットが約８０店出店

内　　容

播磨科学公園都市 光都プラザ・オプトピア場　　所

無料入 場 料

アニメ映画上映
「怪盗グルーのミニオン大脱走」
「ハッピーフィート」
「モンスター・ホテル２」
「かいけつゾロリ まもるぜ！きょうりゅうのたまご」
「トムとジェリー　すくえ！魔法の国オズ」
「ハローキティの不思議の国のアリス＆けろけろけろっぴのガリバーの冒険」

※上映内容は都合により変更する場合があります。

内　　容

朝ごはんの効果

体のリズムを整える

脳の活動エネルギーは主にブドウ糖で
す。しかし、ブドウ糖は体内にたくさん貯
蔵しておくことができません。朝ごはんを
食べず空腹のままだと、脳のエネルギー
が不足し、集中力や記憶力も低下します。

脳にエネルギーを補給する

生活リズムを整えることは健康な体作りの第一歩。気持ちよくシャキッと1日を始めるために、朝から
しっかりごはんを食べましょう！

食事を食べると身体がぽかぽかと温まり
ます。朝ごはんは、寝ている間に低下した
体温を上昇させます。朝の「やる気がでな
い」を解消して、元気に活動できます。

体温を上げ、活動的にさせる

朝ごはんを食べることで腸が刺激され
朝の排便リズムが定着します。朝一番に
トイレを済ませる事で気持ちよく一日を
過ごすことができます。

排便のリズムを整える

光都プラザ フリーマーケット 開催

上郡町モロげんきくん元気帳

元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健センター、健康福祉課で発行します。

（3月末現在）3,020人交付者数：

※敬称略
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円心ウォーク百万歩運動円心ウォーク百万歩運動
オプトピアGW特別上映～光都映画祭～開催オプトピアGW特別上映～光都映画祭～開催

モロげんきくん健康ポイント事業の
制度が変わります
モロげんきくん健康ポイント事業の
制度が変わります

問 保健センター　☎52-２１８８

問 光都プラザ・オプトピア　☎５８-１１５５

問 光都プラザテナント会　
mail：koutoplaza＠ｃlock.ocn.ne.jp
フェイスブック https://www.facebook.com/koutoplaza

問 保健センター　☎52-２１８８

野村トシ子
横山　重信
忠政　　守

堀　　賢三
山本　幹男
中岡　宏子

坂本　幸秀
田渕日出子
梅川　泰子

梅谷　正克
山本　律子

森園　正彦
松川　　勇

一千万歩達成者12人

健康でいきいきした毎日を送るために、皆さんぜひ参加してください。
10月～3月末までの達成者紹介（氏名公表承諾者のみ掲載）

下記とおり変更になりました。

※新しい手帳を公民館で発行した場合は、商品券引換券をもらう時に必ず提示してください。

手帳発行数について 年度中の手帳発行部数３枚まで ⇒ 制限なし
商品券交換数について 年度中の交換数２枚まで ⇒ ３枚まで

実  施  中

百万歩達成者10人

“朝ごはん”を食べて１日のスタートを！！
朝ごはんのパワーを見直そう！朝ごはんは空腹を満たすだけじゃない！
“朝ごはん”を食べて１日のスタートを！！
朝ごはんのパワーを見直そう！朝ごはんは空腹を満たすだけじゃない！

３回の規則的な食事には１日のリズムを
守る効果があります。朝ごはんを食べる
ことで体が目を覚まし、動きやすくなり元
気に１日を過ごすことができます。

播磨科学公園都市の賑わいづくりのために、映画祭を開催します。

４月２８日（土）～５月６日（日）　10時～16時30分まで
※３０日（月）休館

日　　時

５月３日（木）　10時～16時まで日　　時

播磨科学公園都市　光都プラザ場　　所

古着、おもちゃ、手作り品、雑貨、食器などの
フリーマーケットが約８０店出店

内　　容

播磨科学公園都市 光都プラザ・オプトピア場　　所

無料入 場 料

アニメ映画上映
「怪盗グルーのミニオン大脱走」
「ハッピーフィート」
「モンスター・ホテル２」
「かいけつゾロリ まもるぜ！きょうりゅうのたまご」
「トムとジェリー　すくえ！魔法の国オズ」
「ハローキティの不思議の国のアリス＆けろけろけろっぴのガリバーの冒険」

※上映内容は都合により変更する場合があります。

内　　容

朝ごはんの効果

体のリズムを整える

脳の活動エネルギーは主にブドウ糖で
す。しかし、ブドウ糖は体内にたくさん貯
蔵しておくことができません。朝ごはんを
食べず空腹のままだと、脳のエネルギー
が不足し、集中力や記憶力も低下します。

脳にエネルギーを補給する

生活リズムを整えることは健康な体作りの第一歩。気持ちよくシャキッと1日を始めるために、朝から
しっかりごはんを食べましょう！

食事を食べると身体がぽかぽかと温まり
ます。朝ごはんは、寝ている間に低下した
体温を上昇させます。朝の「やる気がでな
い」を解消して、元気に活動できます。

体温を上げ、活動的にさせる

朝ごはんを食べることで腸が刺激され
朝の排便リズムが定着します。朝一番に
トイレを済ませる事で気持ちよく一日を
過ごすことができます。

排便のリズムを整える

光都プラザ フリーマーケット 開催

上郡町モロげんきくん元気帳

元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健センター、健康福祉課で発行します。

（3月末現在）3,020人交付者数：

※敬称略
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お
知
ら
せ

平
成
３０
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
５
月
中
旬
に
発
送
予
定

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

町
職
員
の
人
事
異
動

　 

募
　
集

　 

相
　
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」
よ
り
専
門
の

相
談
員
を
招
き
、移
動
雇
用
相
談
を
実
施
し
ま

す
。（
事
前
予
約
制
）

日
時 

①
4
月
18
日（
水
）②
5
月
16
日（
水
）

両
日
と
も
13
時
30
分
〜

場
所 

役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

内
容 

就
職
の
情
報
提
供
、紹
介
な
ど

定
員 

５
人

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

相
談
日 

5
月
15
日（
火
）

相
談
時
間 

①
10
時
〜
②
11
時
〜
③
12
時
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

若
者
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人
を
対
象

に「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の

相
談
員
が
職
業
選
択
に
関
す
る
活
動
や
心
構

え
の
支
援
、ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

　 

イ
ベ
ン
ト

資
格 

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
見
込
含
）

※
修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）は
28
歳
未
満

受
付
期
間 

受
付
中
〜
５
月
１
日（
火
）ま
で

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
と
仕
事
の
相
談
会

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

   
企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
　 
☎
０
７
９・
２
２
４・
２
１
８
８

問

   

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
３

問

   

教
育
推
進
課
　
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
５
２・
２
９
１
２

問

　
暮
ら
し
や
仕
事
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。相
談
員
が
問
題
解
決
の
た
め
に
一
緒
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
相
談
会
に
行
け
な
い
場
合
で
も
、左
記
ま
で

連
絡
す
る
と
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。電
話
の

み
の
相
談
も
可
能
で
す
。

　
平
成
３０
年
度
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
評
価
の
見
直
し（
評
価
替
え
）の
年
度
で
す
。

■
「
教
職
員
定
時
退
勤
日
」の
実
施

　
週
１
日
、各
学
校
が
設
定
す
る
曜
日
に
、全
教

職
員
が
予
め
定
め
ら
れ
た
時
間
に
退
校
し
ま
す
。

■
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」の
実
施

　
中
学
校
で
は
、生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の

確
保
・
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ポ
ー
ツ
障
害

な
ど
の
防
止
の
た
め
、原
則
と
し
て
、平
日
に
週

１
日
・
休
日
に
月
２
日
の
部
活
動
休
養
日
を
設
け

ま
す
。ま
た
、今
年
度
は
原
則
と
し
て
、第
４
日

曜
日
を
部
活
動
休
養
日
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
、学
校

の
事
務
効
率
化
や
業
務
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。児
童
生
徒
に
と
っ
て
、よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
者
の
つ
ど
い

日
時  

５
月
20
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所  

ほ
う
ら
い
の
里

内
容  

認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加

参
加
料  

無
料

対
象
者 

介
護
を
し
て
い
る
人

申
込
期
限 

5
月
11
日（
金
）

　   

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
　

相
生
地
域
事
務
所
☎
２
３・
２
７
５
０

問
申

こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
相
談

　
人
間
関
係
や
育
児
、家
族
関
係
、健
康
、仕
事

な
ど
、ど
の
よ
う
な
悩
み
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談
で
、家
族

な
ど
周
囲
の
人
の
み
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日 

5
月
7
日（
月
）

申
込
期
限 

5
月
2
日（
水
）事
前
予
約
制

相
談
時
間 

①
13
時
30
分
〜
②
14
時
30
分
〜

③
15
時
30
分
〜

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象 

16
歳
以
上
の
人

料
金 

無
料

　
評
価
替
え
の
年
度
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
１
期
納
期
限
が
５
月
末
日
の
た
め
、納

税
通
知
書
を
５
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

※

〔
　
　
〕内
は
旧
職
名

▼
企
画
政
策
課
財
政
管
理
室
長
　
前
川

俊
也〔
税
務
課
長
〕▼
税
務
課
長
　
山
本

美
穂
子〔
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援

室
長
〕▼
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援

室
長
　
松
本
賢
一〔
教
育
推
進
課
長
〕▼

産
業
振
興
課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
河
本
洋〔
上
下
水
道
課
長
〕▼

上
下
水
道
課
長
　
種
継
武〔
産
業
振
興

課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
〕▼

教
育
推
進
課
長
　
前
川
武
彦〔
企
画
政

策
課
財
政
管
理
室
長
〕

▼
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
参
事
　

井
上
恵
介〔
兵
庫
県
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
交
流
室
総
務
防
災
課
班
長（
財
務

担
当
）〕▼
兵
庫
県
県
土
整
備
部
住
宅
建

築
局
経
営
企
画
班
長（
住
宅
供
給
公
社

住
宅
企
画
部
経
営
企
画
課
長
）　
小
倉

健〔
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
担
当
参
事
〕

▼
総
務
課
付
副
課
長（
県
民
局
総
務
企

画
室
派
遣
）　
加
藤
智
章〔
企
画
政
策

課
地
域
創
生
担
当
副
課
長
〕▼
建
設
課

副
課
長（
ま
ち
づ
く
り
担
当
）　
藤
井
一

泰〔
産
業
振
興
課
副
課
長（
兼
）商
工
観

光
係
長
〕▼
建
設
課
副
課
長（
兼
）工
務

係
長
　
壽
賀
勇〔
建
設
課
副
課
長（
工
務

担
当
）〕▼
教
育
総
務
課
副
課
長（
総
務・

文
化
財
担
当
）　
深
澤
徹
也〔
教
育
総

務
課
副
課
長（
兼
）総
務・文
化
財
係
長
〕

▼
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
係
長
　

西
山
久
巳〔
総
務
課
付
係
長（
県
民
局

総
務
企
画
室
派
遣
）〕▼
税
務
課
収
税
管

理
係
長
　
安
藤
孝〔
住
民
課
環
境
衛
生

係
長
〕▼
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
　
小

豆
健
一〔
住
民
課
付
係
長（
に
し
は
り
ま

環
境
事
務
組
合
派
遣
）〕▼
住
民
課
付
係

長（
に
し
は
り
ま
環
境
事
務
組
合
派
遣
）

　
安
西
和
久〔
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉

係
長
〕▼
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長

　
内
藤
剛
介〔
税
務
課
収
税
管
理
係

長
〕▼
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援
室

付
係
長（
保
健
事
業
担
当
）　
前
川
し
の

ぶ〔
健
康
福
祉
課
付
係
長（
保
健
業
務
担

当
）〕▼
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
　

湯
朝
竜
二〔
産
業
振
興
課
付
係
長（
ほ
場

整
備
担
当
）▼
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係

長
〕　
平
山
智
治〔
建
設
課
主
査
〕▼
建

設
課
付
係
長（
県
民
局
光
都
土
木
事
務

所
派
遣
）　
高
永
宣
良〔
建
設
課
工
務
係

長
〕▼
教
育
総
務
課
総
務・文
化
財
係
長

　
杉
山
由
香〔
会
計
課
出
納
係
長
〕

▼
議
会
事
務
局
主
査
　
小
坂
佐
智
子

〔
教
育
総
務
課
主
査
〕▼
企
画
政
策
課
主

査
　
福
田
光
明〔
建
設
課
主
査
〕▼
企
画

政
策
課
付
主
査（
播
磨
高
原
広
域
事
務

組
合
派
遣
）　
壽
賀
弥
生〔
教
育
推
進

課
主
査
〕▼
住
民
課
付
主
査（
兵
庫
県
災

害
対
策
課
派
遣
）　
岡
本
径〔
企
画
政

策
課
主
査
〕▼
産
業
振
興
課
主
査
　
梅

田
康
明〔
産
業
振
興
課
付
主
査（
県
民
局

光
都
農
林
振
興
事
務
所
派
遣
）〕▼
産
業

振
興
課
主
査
　
岡
田
慎
平〔
総
務
課
主

査
〕▼
産
業
振
興
課
付
主
査（
県
民
局
光

都
農
林
振
興
事
務
所
派
遣
）　
西
山
悦

生〔
建
設
課
付
主
査（
県
民
局
光
都
土

木
事
務
所
派
遣
）〕▼
建
設
課
主
査
　
髙

橋
雄
司〔
産
業
振
興
課
主
査
〕▼
会
計
課

主
査
　
吉
村
知
子〔
健
康
福
祉
課
主

査
〕▼
教
育
総
務
課
主
査
　
内
海
正
彦

〔
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
〕▼
教
育
推

進
課
主
査
　
小
林
幸
生〔
企
画
政
策
課

付
主
査（
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合
派

遣
）〕

▼
総
務
課
主
事
　
樫
村
昂
彦〔
税
務
課

主
事
〕▼
税
務
課
主
事
　
水
船
智
裕〔
産

業
振
興
課
主
事
〕▼
住
民
課
主
事
　
山

本
早
希〔
建
設
課
主
事
〕▼
健
康
福
祉
課

主
事
　
武
田
栞〔
議
会
事
務
局
主
事
〕▼

健
康
福
祉
課
主
事
　
橋
本
圭
司〔
住
民

課
主
事
〕▼
建
設
課
主
事
　
田
中
友
貴

〔
教
育
総
務
課
主
事
〕▼
教
育
総
務
課
主

事
　
植
田
裕〔
税
務
課
主
事
〕

▼
つ
ば
き
保
育
所
長
　
小
林
恵
美
子〔
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
〕▼
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
　
山
下
有
子〔
つ
ば
き

保
育
所
長
〕

▼
つ
ば
き
保
育
所
主
任
保
育
士
　
奥
田

雅
世〔
高
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
〕▼
高
田

幼
稚
園
教
諭
　
中
田
彩
香〔
山
野
里
幼

稚
園
教
諭
〕

▼
税
務
課
主
事
　
山
本
龍
孝

▼
山
野
里
幼
稚
園
教
諭
　
深
澤
佑
香

▼
野
本
佐
和〔
健
康
福
祉
課
主
査
〕

場
所  

役
場
３
階
　
３
０
１
会
議
室

日
時  

５
月
24
日（
木
）①
13
時
〜
②
14
時
〜

③
15
時
〜
④
16
時
〜（
事
前
予
約
制
）

料
金  

無
料

※
本
事
業
は
県
よ
り
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　   

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
２
１
８
８

問
申

　   

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
５
２

問
申総

務
課 

総
務
係

　
　
　
　
　
☎
５
２・
１
１
１
１

問

課
長
級

係
長
級

主
査
級

幼
稚
園
・
保
育
所
園
長

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

新
採
用

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

主
事
級

参
事
級

副
課
長
級

議会事務局
企画政策課
総務課（代表） 
税務課
住民課
・にしはりま環境事務組合
  　　
健康福祉課  
・障害者支援センター 
・訪問看護ステーション 
・保健センター  
・国保介護支援室
・地域包括支援センター 
産業振興課  
・観光案内所  
農業委員会  
建設課   
上下水道課［與井380番地］
・上水道係  
・下水道係  
会計課   
〔教育委員会〕
教育総務課  
・生涯学習支援センター 
・つばき会館
・郷土資料館  
・スポーツセンター 
・学校給食センター 
教育推進課  
・青少年育成センター
・子育て学習センター 
社会福祉協議会  

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

☎52-3512
☎52-1112
☎52-1111
☎52-1113
☎52-1115

☎0790-79-8550
☎52-1114
☎57-2233
☎52-2400
☎52-2188
☎52-1152
☎52-1152
☎52-1116
☎52-6959
☎52-1116
☎52-1117

☎52-0097
☎52-1119
☎52-1120

☎52-2911
☎52-1125
☎52-1125
☎52-3737
☎52-4433
☎57-3633
☎52-2912
☎52-5500
☎52-6181
☎52-2910

役場各課への

お電話は直通番号
を

ご利用ください
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情報ステーション 情報ステーション

ま
ち
の
話
題

特
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



　 

お
知
ら
せ

平
成
３０
年
度
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
５
月
中
旬
に
発
送
予
定

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

町
職
員
の
人
事
異
動

　 

募
　
集

　 

相
　
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」
よ
り
専
門
の

相
談
員
を
招
き
、移
動
雇
用
相
談
を
実
施
し
ま

す
。（
事
前
予
約
制
）

日
時 

①
4
月
18
日（
水
）②
5
月
16
日（
水
）

両
日
と
も
13
時
30
分
〜

場
所 

役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

内
容 

就
職
の
情
報
提
供
、紹
介
な
ど

定
員 

５
人

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

相
談
日 

5
月
15
日（
火
）

相
談
時
間 

①
10
時
〜
②
11
時
〜
③
12
時
〜

場
所
役
場
第
２
庁
舎
　
小
会
議
室

　   

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
係

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
１
６

問
申

若
者
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人
を
対
象

に「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の

相
談
員
が
職
業
選
択
に
関
す
る
活
動
や
心
構

え
の
支
援
、ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。（
事
前
予
約
制
）

　 

イ
ベ
ン
ト

資
格 

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
人
は
大
卒（
見
込
含
）

※
修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）は
28
歳
未
満

受
付
期
間 

受
付
中
〜
５
月
１
日（
火
）ま
で

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
と
仕
事
の
相
談
会

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

   

企
業
組
合
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団

　
　 

☎
０
７
９・
２
２
４・
２
１
８
８

問

   

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　  

☎
５
２・
１
１
１
３

問

   

教
育
推
進
課
　
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
５
２・
２
９
１
２

問

　
暮
ら
し
や
仕
事
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。相
談
員
が
問
題
解
決
の
た
め
に
一
緒
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
相
談
会
に
行
け
な
い
場
合
で
も
、左
記
ま
で

連
絡
す
る
と
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。電
話
の

み
の
相
談
も
可
能
で
す
。

　
平
成
３０
年
度
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
評
価
の
見
直
し（
評
価
替
え
）の
年
度
で
す
。

■
「
教
職
員
定
時
退
勤
日
」の
実
施

　
週
１
日
、各
学
校
が
設
定
す
る
曜
日
に
、全
教

職
員
が
予
め
定
め
ら
れ
た
時
間
に
退
校
し
ま
す
。

■
「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」の
実
施

　
中
学
校
で
は
、生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の

確
保
・
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ポ
ー
ツ
障
害

な
ど
の
防
止
の
た
め
、原
則
と
し
て
、平
日
に
週

１
日
・
休
日
に
月
２
日
の
部
活
動
休
養
日
を
設
け

ま
す
。ま
た
、今
年
度
は
原
則
と
し
て
、第
４
日

曜
日
を
部
活
動
休
養
日
と
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
、学
校

の
事
務
効
率
化
や
業
務
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。児
童
生
徒
に
と
っ
て
、よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
者
の
つ
ど
い

日
時  

５
月
20
日（
日
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所  

ほ
う
ら
い
の
里

内
容  

認
知
症
カ
フ
ェ
に
参
加

参
加
料  

無
料

対
象
者 

介
護
を
し
て
い
る
人

申
込
期
限 

5
月
11
日（
金
）

　   

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
　

相
生
地
域
事
務
所
☎
２
３・
２
７
５
０

問
申

こ
こ
ろ
の
ほ
っ
と
相
談

　
人
間
関
係
や
育
児
、家
族
関
係
、健
康
、仕
事

な
ど
、ど
の
よ
う
な
悩
み
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

相
談
支
援
専
門
員
に
よ
る
個
別
相
談
で
、家
族

な
ど
周
囲
の
人
の
み
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
日 

5
月
7
日（
月
）

申
込
期
限 

5
月
2
日（
水
）事
前
予
約
制

相
談
時
間 

①
13
時
30
分
〜
②
14
時
30
分
〜

③
15
時
30
分
〜

場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象 

16
歳
以
上
の
人

料
金 

無
料

　
評
価
替
え
の
年
度
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
第
１
期
納
期
限
が
５
月
末
日
の
た
め
、納

税
通
知
書
を
５
月
中
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
し
た
。

※

〔
　
　
〕内
は
旧
職
名

▼
企
画
政
策
課
財
政
管
理
室
長
　
前
川

俊
也〔
税
務
課
長
〕▼
税
務
課
長
　
山
本

美
穂
子〔
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援

室
長
〕▼
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援

室
長
　
松
本
賢
一〔
教
育
推
進
課
長
〕▼

産
業
振
興
課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事

務
局
長
　
河
本
洋〔
上
下
水
道
課
長
〕▼

上
下
水
道
課
長
　
種
継
武〔
産
業
振
興

課
長（
兼
）農
業
委
員
会
事
務
局
長
〕▼

教
育
推
進
課
長
　
前
川
武
彦〔
企
画
政

策
課
財
政
管
理
室
長
〕

▼
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
参
事
　

井
上
恵
介〔
兵
庫
県
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー

県
民
交
流
室
総
務
防
災
課
班
長（
財
務

担
当
）〕▼
兵
庫
県
県
土
整
備
部
住
宅
建

築
局
経
営
企
画
班
長（
住
宅
供
給
公
社

住
宅
企
画
部
経
営
企
画
課
長
）　
小
倉

健〔
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
担
当
参
事
〕

▼
総
務
課
付
副
課
長（
県
民
局
総
務
企

画
室
派
遣
）　
加
藤
智
章〔
企
画
政
策

課
地
域
創
生
担
当
副
課
長
〕▼
建
設
課

副
課
長（
ま
ち
づ
く
り
担
当
）　
藤
井
一

泰〔
産
業
振
興
課
副
課
長（
兼
）商
工
観

光
係
長
〕▼
建
設
課
副
課
長（
兼
）工
務

係
長
　
壽
賀
勇〔
建
設
課
副
課
長（
工
務

担
当
）〕▼
教
育
総
務
課
副
課
長（
総
務・

文
化
財
担
当
）　
深
澤
徹
也〔
教
育
総

務
課
副
課
長（
兼
）総
務・文
化
財
係
長
〕

▼
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
係
長
　

西
山
久
巳〔
総
務
課
付
係
長（
県
民
局

総
務
企
画
室
派
遣
）〕▼
税
務
課
収
税
管

理
係
長
　
安
藤
孝〔
住
民
課
環
境
衛
生

係
長
〕▼
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
　
小

豆
健
一〔
住
民
課
付
係
長（
に
し
は
り
ま

環
境
事
務
組
合
派
遣
）〕▼
住
民
課
付
係

長（
に
し
は
り
ま
環
境
事
務
組
合
派
遣
）

　
安
西
和
久〔
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉

係
長
〕▼
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係
長

　
内
藤
剛
介〔
税
務
課
収
税
管
理
係

長
〕▼
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援
室

付
係
長（
保
健
事
業
担
当
）　
前
川
し
の

ぶ〔
健
康
福
祉
課
付
係
長（
保
健
業
務
担

当
）〕▼
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
　

湯
朝
竜
二〔
産
業
振
興
課
付
係
長（
ほ
場

整
備
担
当
）▼
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係

長
〕　
平
山
智
治〔
建
設
課
主
査
〕▼
建

設
課
付
係
長（
県
民
局
光
都
土
木
事
務

所
派
遣
）　
高
永
宣
良〔
建
設
課
工
務
係

長
〕▼
教
育
総
務
課
総
務・文
化
財
係
長

　
杉
山
由
香〔
会
計
課
出
納
係
長
〕

▼
議
会
事
務
局
主
査
　
小
坂
佐
智
子

〔
教
育
総
務
課
主
査
〕▼
企
画
政
策
課
主

査
　
福
田
光
明〔
建
設
課
主
査
〕▼
企
画

政
策
課
付
主
査（
播
磨
高
原
広
域
事
務

組
合
派
遣
）　
壽
賀
弥
生〔
教
育
推
進

課
主
査
〕▼
住
民
課
付
主
査（
兵
庫
県
災

害
対
策
課
派
遣
）　
岡
本
径〔
企
画
政

策
課
主
査
〕▼
産
業
振
興
課
主
査
　
梅

田
康
明〔
産
業
振
興
課
付
主
査（
県
民
局

光
都
農
林
振
興
事
務
所
派
遣
）〕▼
産
業

振
興
課
主
査
　
岡
田
慎
平〔
総
務
課
主

査
〕▼
産
業
振
興
課
付
主
査（
県
民
局
光

都
農
林
振
興
事
務
所
派
遣
）　
西
山
悦

生〔
建
設
課
付
主
査（
県
民
局
光
都
土

木
事
務
所
派
遣
）〕▼
建
設
課
主
査
　
髙

橋
雄
司〔
産
業
振
興
課
主
査
〕▼
会
計
課

主
査
　
吉
村
知
子〔
健
康
福
祉
課
主

査
〕▼
教
育
総
務
課
主
査
　
内
海
正
彦

〔
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係
長
〕▼
教
育
推

進
課
主
査
　
小
林
幸
生〔
企
画
政
策
課

付
主
査（
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合
派

遣
）〕

▼
総
務
課
主
事
　
樫
村
昂
彦〔
税
務
課

主
事
〕▼
税
務
課
主
事
　
水
船
智
裕〔
産

業
振
興
課
主
事
〕▼
住
民
課
主
事
　
山

本
早
希〔
建
設
課
主
事
〕▼
健
康
福
祉
課

主
事
　
武
田
栞〔
議
会
事
務
局
主
事
〕▼

健
康
福
祉
課
主
事
　
橋
本
圭
司〔
住
民

課
主
事
〕▼
建
設
課
主
事
　
田
中
友
貴

〔
教
育
総
務
課
主
事
〕▼
教
育
総
務
課
主

事
　
植
田
裕〔
税
務
課
主
事
〕

▼
つ
ば
き
保
育
所
長
　
小
林
恵
美
子〔
子

育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
〕▼
子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
　
山
下
有
子〔
つ
ば
き

保
育
所
長
〕

▼
つ
ば
き
保
育
所
主
任
保
育
士
　
奥
田

雅
世〔
高
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
〕▼
高
田

幼
稚
園
教
諭
　
中
田
彩
香〔
山
野
里
幼

稚
園
教
諭
〕

▼
税
務
課
主
事
　
山
本
龍
孝

▼
山
野
里
幼
稚
園
教
諭
　
深
澤
佑
香

▼
野
本
佐
和〔
健
康
福
祉
課
主
査
〕

場
所  

役
場
３
階
　
３
０
１
会
議
室

日
時  

５
月
24
日（
木
）①
13
時
〜
②
14
時
〜

③
15
時
〜
④
16
時
〜（
事
前
予
約
制
）

料
金  

無
料

※
本
事
業
は
県
よ
り
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　   

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
２
１
８
８

問
申

　   

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　    

　
　
☎
５
２・
１
１
５
２

問
申総

務
課 

総
務
係

　
　
　
　
　
☎
５
２・
１
１
１
１

問

課
長
級

係
長
級

主
査
級

幼
稚
園
・
保
育
所
園
長

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士

新
採
用

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

主
事
級

参
事
級

副
課
長
級

議会事務局
企画政策課
総務課（代表） 
税務課
住民課
・にしはりま環境事務組合
  　　
健康福祉課  
・障害者支援センター 
・訪問看護ステーション 
・保健センター  
・国保介護支援室
・地域包括支援センター 
産業振興課  
・観光案内所  
農業委員会  
建設課   
上下水道課［與井380番地］
・上水道係  
・下水道係  
会計課   
〔教育委員会〕
教育総務課  
・生涯学習支援センター 
・つばき会館
・郷土資料館  
・スポーツセンター 
・学校給食センター 
教育推進課  
・青少年育成センター
・子育て学習センター 
社会福祉協議会  

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

☎52-3512
☎52-1112
☎52-1111
☎52-1113
☎52-1115

☎0790-79-8550
☎52-1114
☎57-2233
☎52-2400
☎52-2188
☎52-1152
☎52-1152
☎52-1116
☎52-6959
☎52-1116
☎52-1117

☎52-0097
☎52-1119
☎52-1120

☎52-2911
☎52-1125
☎52-1125
☎52-3737
☎52-4433
☎57-3633
☎52-2912
☎52-5500
☎52-6181
☎52-2910

役場各課への

お電話は直通番号
を

ご利用ください

6
広報 かみごおり 4月号 29 広報 かみごおり 4月号 28

情報ステーション 情報ステーション

ま
ち
の
話
題

特
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談



6
広報 かみごおり 4月号 31 広報 かみごおり 4月号 30

相談 当番医・新着図書・番組表

ま
ち
の
話
題

特
集

ト
ピ
ッ
ク
ス

暮
ら
し
の
案
内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談

３月17日（土）、金出地ダムが完成式を迎えました。
特集として、金出地ダム建設の歴史やダムの役割などを掲載しています。
また、鞍居地区ふるさと村づくり協議会が取り組む地域コミュニティの活性化、地
域の良さを次世代に残す活動を紹介しています。
町内には地域のために活動している団体がたくさんあります。
一つ一つの活動の輪が広がり、地域を飛び出して大きな一つの輪になれば、町
全体が活性化すると感じました。

3月号訂正
【３Ｐ】まちの話題⑥ 
子育て支援センター自主グループ活動発表会

●ＴＥＫＥ１ 正誤 ●ＴＡＫＥ１

6月1日（金）

5月11日（金）

13時～16時 総務課☎52-1111（役場４階４０２会議室）

内　容 開催日 時　間 お問い合せ（場所）

行政相談 4月18日（水）

5月2日（水）

10時～12時 総務課☎52-1111（役場３階３０１会議室）

法律相談（予約制・前日締切）

5月10日（木）

社会福祉協議会☎52-2910
6月19日（火）

5月15日（火）

4月19日（木）

家庭児童相談

5月1日（火）

９時～15時 健康福祉課☎52-1114（役場２階対話室）

健康福祉課☎52-1114（役場３階３０１会議室）

心配ごと（なんでも）相談

身体障害者相談

13時30分～15時

栄養相談（予約制）

5月15日（火）

エイズ・肝炎相談（予約制）
4月17日（火）

13時20分～14時40分

9時30分～11時30分

5月7日（月）こころのケア相談 14時～15時

赤穂健康福祉事務所☎43-2321

13時20分～16時

13時30分～16時

教育相談（カウンセリング） 青少年育成センター☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。毎週月曜 ９時～17時

社会福祉協議会☎52-2910
 　　　　　　　☎080-1936-1067
　　　　　　　（相談日のみ）

暮 ら し の 相 談 窓 口

人権相談

問 問　事務局（企画政策課内）　☎５２-1112

ＵＩ（遊あい）ネット上郡 会員募集中

ＵＩ(遊あい）ネット上郡  松下 修

移住した人たちの新たな出会いと交流を目的に発足。

　去年11月、陶芸をしたいために高山の古民家
に移住。広い部屋、蔵もあり、さあ、陶芸が出来る
ぞと思いきや、畳の部屋が多く、住みにくい。裏
山には、柿、キウイ、柚子、栗、梅が荒れ放題。先
ず、畳の部屋のフローリングをやる事に。素人で
は結構難しいが、すると楽しい。構想から２ヵ月で
出来、少し失敗はあるが、良い出来栄えで充実感
を味わう。楽しかったので、もう一部屋もやること
にした。裏山の果樹の剪定については、インター
ネットで調べてやってみる。冬の太陽を浴びなが
ら、ハシゴに上り汗をかき剪定する。これも非常
に楽しい。都会では味わう事が難しい快感であ
る。前に畑があり、暖かくなれば、キュウリ、トマ
ト、スイカ、玉葱などをしたい。忙しくなりそう。陶
芸は何時出来ることやら。

 Vol.10

移 住 者 コ ラ ム

かみごおり

移住体験記 

氏名（敬称略）

永𠮷　富雄

水谷　靖子

井口　はつ子

村上　尚德

深澤　辰巳

岩本　宏子

年齢

79

74

91

56

88

74

自治会

段町

高田台3丁目西

船坂1

金出地中

川原

與井

氏名（敬称略）

古林　信幸

日下　辰治

木村　政野

出口　好美

德田　俊二

中山　松雄

年齢

69

89

71

95

87

88

自治会

野桑

本町

梨ケ原

梨ケ原

隈見町

岩木

外字は、常用漢字で表記しています。同意を得ている人のみ掲載しています。

お
く
や
み

[

3
月
届
出
分]

編　集　後　記

平成30年3月末現在の人口・世帯数のうごき（3月届出分）
※（　　）内は前月比をあらわす。

6,427世帯

7,386人（△22) 

人　口

世帯数

15,198 人（△49）
男
性 7,812人（△27)女

性

出生 4人
死亡 15人
転入 56人
転出 94人

（1）

トミーの

保健カレンダー

休日当番医

月　　日

4月

医療機関 電話番号

5月

4月
13時00分～ 保健センター

上
郡
町
立
図
書
館

新
着
案
内

百
年
泥
　
　
　
　
　
　
　
　 

石
井
遊
佳

お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も  

若
竹
千
佐
子

牛
天
神
　
　
　
　
　
　
　
　  

山
本
一
力

琥
珀
の
夢
　
　
　
　
　
　 

伊
集
院

　静

西
郷
の
首
　
　
　
　
　
　
　 

伊
東

　潤

父
子
ゆ
え
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5月番組表 

放送時間　１２時、１７時、２０時、２３時、翌日７時　※番組終了後、文字放送などを放送します。
※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。

週刊GoGoかみごおり

空から見た上郡
西はりま特集1月～3月

え ん し ん ネ ッ ト
4/30 ～ 5/6 5/7 ～ 5/10

5/11 ～ 5/13

週刊GoGoかみごおり

平成３０年度 消防出初式
番組リクエストコーナー

5/14 ～ 5/17

5/18 ～ 5/20

第10回 圭介まつり
地域の情報コーナー

週刊GoGoかみごおり

5/21 ～ 5/24

5/25 ～ 5/27

上郡アーカイブ
イベント特集

月刊GoGoかみごおり

5/28 ～ 5/31

6/1 ～ 6/3

111ch

☎52-0235

☎52-6369

☎52-5600

☎52-5000

☎52-0235

☎57-2167

☎52-5000

☎52-6369

☎52-1000

☎52-0045

黒田内科クリニック

高嶺診療所

岡田整形外科

大岩診療所

黒田内科クリニック

河原クリニック

大岩診療所

高嶺診療所

半田産婦人科医院

三浦医院

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（月）

3日（木）

4日（金）

5日（土）

6日（日）

13日（日）

20日（日）

【平成30年2月現在】上郡町内交通事故発生状況

交番（駐在）別

上郡橋

上郡駅前

中　野

梨ヶ原

八　保

赤　松

野　桑

播磨科学公園都市

合　計

人身事故

0
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0

0

0

1
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死　者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

傷　者

0

3

4

0

0

0

0

1
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２歳児歯科健診18日（水）

9時30分～ 子育て学習センター赤ちゃんサロン27日（金）

5月
12時30分～ 保健センター４・10ヵ月健診9日（水）

12時45分～ 保健センター１歳６ヵ月健診16日（水）

月　　日 内　　容 時　　間 場　　所
相生警察署からお知らせ

☎２２-０１１０

ゴールデンウィーク特別番組
第5回 上郡地区フェスタさくら
第12回 かみごおり桜まつり

hpp@hbnp.net

ひょうご防犯ネット

空メールで簡単登録

「ひょうご防犯ネット」は、登録した人に、身近で発生し
た犯罪情報や防犯情報などをメールでお知らせします。
無料で登録できます。（ウェブ接続料・メール受信料はかかります。）

下記アドレスに空メール送信後、「ひょうご防犯ネット」
からメールで返信があります。受信画面の案内に従っ
て登録手続きを行ってください。
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相談 当番医・新着図書・番組表

ま
ち
の
話
題

特
集
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暮
ら
し
の
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内

カ
レ
ン
ダ
ー

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

当
番
医
・
新
着
図
書
・
番
組
表

相
談

３月17日（土）、金出地ダムが完成式を迎えました。
特集として、金出地ダム建設の歴史やダムの役割などを掲載しています。
また、鞍居地区ふるさと村づくり協議会が取り組む地域コミュニティの活性化、地
域の良さを次世代に残す活動を紹介しています。
町内には地域のために活動している団体がたくさんあります。
一つ一つの活動の輪が広がり、地域を飛び出して大きな一つの輪になれば、町
全体が活性化すると感じました。

3月号訂正
【３Ｐ】まちの話題⑥ 
子育て支援センター自主グループ活動発表会

●ＴＥＫＥ１ 正誤 ●ＴＡＫＥ１

6月1日（金）

5月11日（金）

13時～16時 総務課☎52-1111（役場４階４０２会議室）

内　容 開催日 時　間 お問い合せ（場所）

行政相談 4月18日（水）

5月2日（水）

10時～12時 総務課☎52-1111（役場３階３０１会議室）

法律相談（予約制・前日締切）

5月10日（木）

社会福祉協議会☎52-2910
6月19日（火）

5月15日（火）

4月19日（木）

家庭児童相談

5月1日（火）

９時～15時 健康福祉課☎52-1114（役場２階対話室）

健康福祉課☎52-1114（役場３階３０１会議室）

心配ごと（なんでも）相談

身体障害者相談

13時30分～15時

栄養相談（予約制）

5月15日（火）

エイズ・肝炎相談（予約制）
4月17日（火）

13時20分～14時40分

9時30分～11時30分

5月7日（月）こころのケア相談 14時～15時

赤穂健康福祉事務所☎43-2321

13時20分～16時

13時30分～16時

教育相談（カウンセリング） 青少年育成センター☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。毎週月曜 ９時～17時

社会福祉協議会☎52-2910
 　　　　　　　☎080-1936-1067
　　　　　　　（相談日のみ）

暮 ら し の 相 談 窓 口

人権相談

問 問　事務局（企画政策課内）　☎５２-1112

ＵＩ（遊あい）ネット上郡 会員募集中

ＵＩ(遊あい）ネット上郡  松下 修

移住した人たちの新たな出会いと交流を目的に発足。

　去年11月、陶芸をしたいために高山の古民家
に移住。広い部屋、蔵もあり、さあ、陶芸が出来る
ぞと思いきや、畳の部屋が多く、住みにくい。裏
山には、柿、キウイ、柚子、栗、梅が荒れ放題。先
ず、畳の部屋のフローリングをやる事に。素人で
は結構難しいが、すると楽しい。構想から２ヵ月で
出来、少し失敗はあるが、良い出来栄えで充実感
を味わう。楽しかったので、もう一部屋もやること
にした。裏山の果樹の剪定については、インター
ネットで調べてやってみる。冬の太陽を浴びなが
ら、ハシゴに上り汗をかき剪定する。これも非常
に楽しい。都会では味わう事が難しい快感であ
る。前に畑があり、暖かくなれば、キュウリ、トマ
ト、スイカ、玉葱などをしたい。忙しくなりそう。陶
芸は何時出来ることやら。

 Vol.10

移 住 者 コ ラ ム

かみごおり

移住体験記 

氏名（敬称略）

永𠮷　富雄

水谷　靖子

井口　はつ子

村上　尚德

深澤　辰巳

岩本　宏子

年齢

79

74

91

56

88

74

自治会

段町

高田台3丁目西

船坂1

金出地中

川原

與井

氏名（敬称略）

古林　信幸

日下　辰治

木村　政野

出口　好美

德田　俊二

中山　松雄

年齢

69

89

71

95

87

88

自治会

野桑

本町

梨ケ原

梨ケ原

隈見町

岩木

外字は、常用漢字で表記しています。同意を得ている人のみ掲載しています。

お
く
や
み

[

3
月
届
出
分]

編　集　後　記

平成30年3月末現在の人口・世帯数のうごき（3月届出分）
※（　　）内は前月比をあらわす。

6,427世帯

7,386人（△22) 

人　口

世帯数

15,198 人（△49）
男
性 7,812人（△27)女

性

出生 4人
死亡 15人
転入 56人
転出 94人

（1）

トミーの

保健カレンダー

休日当番医

月　　日

4月

医療機関 電話番号
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4月
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5月番組表 

放送時間　１２時、１７時、２０時、２３時、翌日７時　※番組終了後、文字放送などを放送します。
※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。

週刊GoGoかみごおり

空から見た上郡
西はりま特集1月～3月

え ん し ん ネ ッ ト
4/30 ～ 5/6 5/7 ～ 5/10

5/11 ～ 5/13

週刊GoGoかみごおり

平成３０年度 消防出初式
番組リクエストコーナー

5/14 ～ 5/17

5/18 ～ 5/20

第10回 圭介まつり
地域の情報コーナー

週刊GoGoかみごおり

5/21 ～ 5/24

5/25 ～ 5/27

上郡アーカイブ
イベント特集

月刊GoGoかみごおり

5/28 ～ 5/31

6/1 ～ 6/3

111ch

☎52-0235

☎52-6369

☎52-5600

☎52-5000

☎52-0235

☎57-2167

☎52-5000

☎52-6369

☎52-1000

☎52-0045

黒田内科クリニック

高嶺診療所

岡田整形外科

大岩診療所

黒田内科クリニック

河原クリニック

大岩診療所

高嶺診療所

半田産婦人科医院

三浦医院

15日（日）

22日（日）

29日（日）

30日（月）

3日（木）

4日（金）

5日（土）

6日（日）

13日（日）

20日（日）

【平成30年2月現在】上郡町内交通事故発生状況

交番（駐在）別

上郡橋

上郡駅前

中　野

梨ヶ原

八　保

赤　松

野　桑

播磨科学公園都市

合　計

人身事故
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0

0

0

0
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0

傷　者
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3

4
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0

1
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２歳児歯科健診18日（水）

9時30分～ 子育て学習センター赤ちゃんサロン27日（金）

5月
12時30分～ 保健センター４・10ヵ月健診9日（水）

12時45分～ 保健センター１歳６ヵ月健診16日（水）

月　　日 内　　容 時　　間 場　　所
相生警察署からお知らせ

☎２２-０１１０

ゴールデンウィーク特別番組
第5回 上郡地区フェスタさくら
第12回 かみごおり桜まつり

hpp@hbnp.net

ひょうご防犯ネット

空メールで簡単登録

「ひょうご防犯ネット」は、登録した人に、身近で発生し
た犯罪情報や防犯情報などをメールでお知らせします。
無料で登録できます。（ウェブ接続料・メール受信料はかかります。）

下記アドレスに空メール送信後、「ひょうご防犯ネット」
からメールで返信があります。受信画面の案内に従っ
て登録手続きを行ってください。
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報
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さ わ や か に 歴 史 と 未 来 の 出 逢 う ま ち

広報 かみごおり 平成30年4月13日発行　発行/上郡町　編集/上郡町広報委員会 TEL.52-1111 FAX.52-5172
Eメール soumu@town.kamigori.lg.jp　URL http：//www.town.kamigori.hyogo.jp/

ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２ちょっと昔にタイムスリップ２

４月28日(土)～５月27日(日) ※月曜日は休館。4月30（月・祝）日は開館、翌日休館。

人形劇がやってくる人形劇がやってくる人形劇がやってくる人形劇がやってくる 人形劇団『やじろべえ』がたのしいお話を
持ってやってきます。

５月６日（日）10時30分～11時30分

圭介まつり圭介まつり

５月４日（金・祝）５月４日（金・祝）
10時～14時10時～14時 小雨

決行
小雨
決行

場所：石戸公民館及び「いきいき交流ふるさと館」場所：石戸公民館及び「いきいき交流ふるさと館」

圭介そば、赤飯、ちらし弁当、炊き込み弁当、フランクフルト、巻きずし、
かしわ餅、焼きそば、町特産品、圭介くん・円心くんの人形焼き

岩木丙（石戸）445岩木丙（石戸）445

※ 大避神社から会場までの送迎バスを運行　※ いきいき交流ふるさと館で圭介の史料の展示及び喫茶を開店

11時  圭介バンド演奏 11時40分 アマゴのつかみどり(無料)子どものみ

幕末から明治に活躍した郷土の偉人 ･ 大 鳥圭介幕末から明治に活躍した郷土の偉人 ･ 大 鳥圭介

「子供の日」にちなみ、カブトの着付体験による缶バッジ作成。
また、アマゴのつかみ取り（無料）あり。ステージでは様々な演
目あり。最後には、餅投げがあります。

「子供の日」にちなみ、カブトの着付体験による缶バッジ作成。
また、アマゴのつかみ取り（無料）あり。ステージでは様々な演
目あり。最後には、餅投げがあります。

2018年は明治改元150年になります。この展示は、明治・大正期に町内で使用された道具を中心に展示します。
文明開化の波が町にも押し寄せ、私たちの取り巻く生活が大きく変化した様子を紹介します。

赤松公民館　☎52-4605問

出
店

開催期間

９時～16時30分開館時間 無料入 館 料 郷土資料館　☎５２-３７３７問

図書館　☎５２-１１２５問 申

日　　時 生涯学習支援センター 中ホール場　　所
人形劇『ちびねこくんと でかとらくん』『三枚のおふだ』他演　　目
右記まで申し込みしてください。申込方法

第
10
回

第
10
回

～明治・大正のくらし～郷土資料館
春季企画展

子ども読書の日
イベント

広報 かみごおり 4月号 32

 




